
漢
代
明
器
泥
象
と
生
活
様
式

一
長
沙
、
広
州
、
貴
県
の
場
合
一

岡

寄

敬

連代明器泥象と生活槌式（岡鋳）

　
　
【
要
約
冒
　
こ
の
数
年
来
、
長
沙
、
広
州
を
は
じ
め
華
南
に
お
け
る
考
古
学
的
調
査
の
進
歩
は
、
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
長
沙
、
蘇
陽
、
広
州
、
群
動
、

　
貴
墨
の
漢
代
墓
葬
と
そ
の
出
土
品
、
こ
と
に
死
後
の
生
活
に
そ
な
え
た
陶
製
の
明
器
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
後
漢
代
の
明
器
の
組
合
せ
に
お
い
て
、

　
個
々
の
形
式
が
一
致
し
た
も
の
が
多
い
の
に
気
が
つ
く
の
で
あ
る
。
明
器
の
主
な
も
の
に
家
屋
、
猪
圏
（
豚
ゴ
ヤ
）
、
倉
、
困
（
円
い
穀
物
ぐ
ら
）
、
井
戸
、
敷

　
（
か
ま
ど
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
華
北
の
形
式
を
お
そ
い
な
が
ら
、
高
温
多
雨
と
い
う
華
爾
の
自
然
条
件
に
適
応
し
た
類
し
い
生
活
様
式
が
つ
く
り

　
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
み
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
地
域
に
、
秦
始
皇
帝
、
前
漢
武
帝
、
後
漢
の
光
武
帝
の
時
な
ど
、
南
征
の
師
が
お
こ
さ
れ
、
漢
族

　
の
南
下
し
た
こ
と
が
、
歴
史
上
知
ら
れ
て
い
る
。
蛮
族
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
漢
族
の
鉄
と
農
業
の
文
化
を
浸
透
さ
せ
て
い
っ
た
姿
を
さ
さ
や
か
な
明
器
の

；
．
あ
な
か
に
た
。
つ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
で
水
を
あ
げ
、
水
た
ま
り
の
そ
こ
ご
こ
に
あ
ひ
る
が
む
ら
が
っ
て

　
　
　
　
縢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
の
を
の
ぞ
む
で
あ
ろ
う
・
湘
江
の
啄
・
り
を
は
し
つ
漏
薯

　
略
意
線
よ
り
長
江
を
こ
え
唇
漢
線
を
さ
ら
に
南
下
す
る
と
中
国
自

然
の
南
北
が
よ
く
わ
か
る
。
一
望
千
里
コ
ム
ギ
と
ワ
タ
の
河
南
平
野

か
ら
穴
塞
を
す
ぎ
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
し
だ
い
に
水
田
を
ま
じ
え
、

山
に
は
木
を
見
出
す
。
．
長
江
を
わ
た
り
、
屈
原
の
身
を
投
じ
た
と
い

う
泊
羅
を
す
ぎ
る
こ
ろ
、
湖
爾
平
野
は
一
面
の
水
界
地
帯
で
、
龍
骨

第
一
の
都
市
長
沙
に
つ
く
。
湘
江
を
さ
か
の
ぼ
り
衡
山
を
西
に
の
ぞ

み
、
衡
陽
よ
り
さ
ら
に
南
に
む
か
う
と
広
西
省
と
の
分
水
嶺
と
な
る
。

や
が
て
南
流
す
る
北
江
に
さ
し
か
か
る
。
鉄
路
は
北
江
に
そ
っ
て
南

下
、
河
に
は
昔
と
か
わ
ら
ぬ
木
船
が
悠
々
と
下
っ
て
い
る
。
広
州
に

ち
か
く
な
る
と
、
ま
た
一
面
の
平
野
で
、
水
中
に
は
水
牛
が
む
ら
が
り
、
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限
中
の
丘
に
は
レ
イ
シ
の
林
が
み
え
る
。
四
月
わ
れ
わ
れ
の
北
士
し

た
こ
ろ
に
は
い
ま
だ
熟
’
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
五
月
の
お
わ
り

と
も
な
る
と
さ
わ
や
か
な
味
の
実
を
む
す
び
、
駅
の
ほ
と
り
に
籠
に

い
れ
て
う
ら
れ
て
い
る
。
広
州
は
華
南
第
一
の
都
会
で
、
四
方
の
物

産
を
あ
つ
め
、
街
も
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
長
沙
よ
り
広
州
の
道
は
い
ま
竜
華
北
と
華
南
を
む
す
び
、
ま
た
半

片1第

南
と
江
南
を
む
す
ぶ
重
要
な
動
脈
で
あ
る
が
、
か
つ
て
漢
民
族
は
こ

の
道
を
南
下
し
、
中
国
二
部
を
開
拓
し
た
。
挙
証
皇
帝
、
前
漢
武
帝

の
南
征
を
は
じ
め
、
漢
代
に
各
地
に
コ
ロ
ニ
ー
を
お
い
て
、
漢
民
族

の
文
化
を
う
え
つ
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
過
程
に
つ
い
て
は

正
史
な
ど
に
は
断
片
的
に
記
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
竜
、
そ
の

不
足
を
補
っ
て
あ
ま
り
あ
る
の
は
、
近
年
に
お
け
る
長
沙
、
広
州
を

　
　
は
じ
め
と
す
る
華
南
に
お
け
る
考
古
学
的
調
査
の
進
歩
で
あ
る
。

　
　
こ
と
に
漢
代
よ
り
六
朝
に
か
け
て
の
墳
墓
の
調
査
は
十
年
前
と

　
　
全
く
面
目
を
一
新
し
た
。
か
つ
て
長
沙
の
戦
国
・
頭
高
の
遺
物

華南における漢代重要遣跡要図

が
晦
外
に
流
出
し
て
世
界
の
視
聴
を
あ
つ
め
た
。
し
か
し
現
在

で
は
、
中
国
の
学
者
に
よ
っ
て
綿
密
に
調
査
報
告
せ
ら
れ
、
ま

た
各
地
に
お
け
る
発
掘
が
あ
い
つ
い
で
、
ほ
ぼ
そ
の
ア
ウ
ト
ラ

イ
ン
を
つ
か
む
段
階
に
達
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
近
年
出
土
し

た
長
沙
以
南
の
漢
墓
出
土
砧
と
く
に
明
器
泥
象
（
陶
製
品
）
に
つ

い
て
紹
介
し
、
当
時
の
華
南
漢
民
族
の
生
活
様
式
を
展
望
す
る

こ
と
に
し
よ
う
。二

王
湖
南
雀
畳
沙
〔
．
長
沙
国
（
前
漢
）
、
長
沙
郡
（
後
漢
）
〕
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田代明器泥象と生活様式（購晦）

　
長
沙
は
湘
江
の
東
岸
に
あ
る
都
市
で
あ
る
が
、
そ
の
東
郊
、
東
北

郊
に
戦
国
時
代
よ
り
飽
迄
に
か
け
て
の
古
墓
が
あ
り
、
戦
前
そ
の
遺

物
が
海
外
に
流
出
し
た
。
そ
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
梅
原
末
治
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

水
野
清
一
教
擾
ら
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
が
、
こ
こ
が
戦
国
代
で
は

楚
の
国
に
属
す
る
こ
と
か
ら
、
楚
の
文
化
内
容
の
一
端
を
あ
ら
わ
す

も
の
と
し
て
、
注
臼
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
五
一
年
ご
ろ
か
ら
長
沙
近
郊
の
建
設
工
事
に
と
も
な
い
、
多

く
の
古
新
が
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
活
動
を
開
始
し
た
中
国
科
学

黒
米
・
吉
研
究
所
は
早
速
そ
の
調
査
を
行
い
、
こ
の
結
果
は
『
長
沙
発

　
　
　
②

掘
報
告
』
（
一
九
五
七
年
刊
）
と
し
て
響
け
に
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同

地
よ
り
出
土
す
る
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
湖
南
省
文
物
管
理
委
員
会
の

ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
調
査
整
理
さ
れ
て
い
る
。
出
土
贔
の
多
く
は
管

理
委
員
ム
黙
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
お
と
ず
れ
た
時
、
数

室
に
わ
た
っ
て
ぎ
っ
し
り
と
遺
物
が
つ
ま
れ
、
鏡
も
戦
国
、
漢
、
唐

に
わ
た
っ
て
影
面
を
こ
え
る
と
い
う
有
様
で
あ
る
。
整
理
さ
れ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
」
一
部
は
ち
か
く
の
湖
南
省
博
物
館
に
展
観
さ
れ
て
い
る
。
戦
国

期
の
墳
墓
に
つ
い
て
は
こ
こ
に
は
ふ
れ
な
い
が
、
『
長
沙
発
掘
報
告
』

を
は
じ
め
比
較
的
く
わ
し
い
報
告
が
あ
る
。
土
坑
中
に
木
榔
を
く
み
、

な
か
に
木
棺
を
お
さ
め
、
銅
器
、
漆
器
な
ど
が
多
量
に
…
山
幽
し
て
い

る
。
し
か
し
汐
田
こ
と
に
後
漢
墓
に
つ
い
て
は
広
州
な
ど
に
く
ら
べ

て
ま
と
ま
っ
た
報
告
が
少
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

　
『
史
記
』
の
っ
た
え
る
と
こ
ろ
で
は
高
祖
の
五
年
、
衡
山
王
呉
茜

を
う
つ
し
て
長
沙
王
と
．
し
、
臨
湘
に
都
さ
せ
た
。
呉
茜
は
竜
と
も
と

番
君
で
、
項
羽
に
よ
っ
て
衡
山
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
郷
（
爾
北
山
黄
岡
県
）
に
い
た

の
で
あ
る
。
十
年
十
月
に
は
他
の
封
建
諸
王
と
と
も
に
長
安
の
長
楽

宮
に
来
朝
し
て
い
る
。
文
帝
の
時
、
子
な
く
し
て
、
廃
さ
れ
た
が
、

景
湯
前
二
年
（
前
一
五
五
年
）
に
、
漢
廷
は
庶
子
劉
発
を
封
じ
て
長
沙

王
と
し
た
。
か
れ
は
こ
の
年
に
領
国
に
お
も
む
い
て
い
る
。
こ
の
後

王
葬
の
時
、
断
絶
す
る
ま
で
黒
氏
の
王
系
は
つ
づ
い
た
の
で
あ
る
。

　
呉
茜
ま
た
は
劉
氏
の
長
沙
王
墓
は
い
ま
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

も
っ
と
も
『
水
経
注
』
六
、
湘
水
の
項
を
み
る
と
、
三
国
、
呉
の
人

が
呉
茜
の
塚
を
ほ
り
、
そ
の
木
を
と
っ
て
、
孫
堅
の
廟
を
た
て
た
と

い
う
か
ら
呉
茜
の
墓
は
の
こ
っ
て
い
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
あ
ば
い

た
時
に
は
、
か
れ
の
容
貌
や
衣
服
は
、
も
と
の
ま
ま
の
こ
っ
て
い
た

と
い
う
。
そ
の
木
を
と
っ
た
と
あ
る
か
ら
墓
の
構
造
は
木
榔
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
考
古
研
究
所
の
し
ら
べ
た
四
〇
一
号
墓
は
木
榔
で
、
な
か
か
ら
亀

鉦
の
上
士
一
翼
轟
早
が
で
た
。
ゐ
力
一
・
九
セ
ン
チ
、
　
「
雲
隠
麟
」
の
志
空
字
が
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よ
ま
れ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
墓
の
主
人
公
で
あ
ろ
う
。
こ
の
墓
か
ら

「
楊
主
家
般
」
と
い
う
銘
の
あ
る
漆
器
が
で
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

墓
か
ら
颪
南
湖
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
は
な
れ
た
墓
か
ら
同
一
書
体
の

「
楊
主
家
般
」
、
「
今
長
沙
王
后
家
鼠
」
と
い
う
銘
の
あ
る
漆
器
が
で

て
い
て
、
長
沙
王
后
墓
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し

て
み
る
と
劉
驕
も
長
沙
王
法
氏
の
一
門
で
、
そ
の
墓
の
規
模
か
ら
み

て
王
族
ク
ラ
ス
の
竜
の
と
考
え
て
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
北
郊
沙
湖
橋
B
黒
髪
墓
（
前
漢
墓
）
で
は
青
銅
印
に
要
文
で
「
劉
当

居
印
」
（
一
語
「
翼
長
孫
」
）
と
あ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
お
な
じ
く
北
郊

　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
王
家
騰
F
四
号
墓
（
前
漢
墓
）
は
土
坑
で
あ
る
が
、
出
土
の
青
銅
鍍
に

劉
孝
君
銅
口
窄
目
斗
□
升
与
愛
重
八
斤
八
両

と
い
う
銘
が
あ
る
。
前
漢
代
各
地
に
帝
廟
が
い
と
な
ま
れ
、
そ
の
銘

の
あ
る
銅
器
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
参
考
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
劉

氏
も
王
族
の
名
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。

　
前
漢
代
の
紀
年
銘
を
有
す
る
資
料
は
必
ず
し
電
多
く
な
い
。

ω
漆
器
八
一
湖
南
省
交
物
管
理
委
員
会
所
見
1

　
「
揚
干
下
網
（
綜
）
具
子
不
元
康
四
年
作
」
　
（
前
山
工
年
）

　
　
　
　
　
⑧

②
二
七
〇
号
胸
髄
錨
肇
銘

　
「
時
文
仲
銅
韮
一
容
二
斗
重
六
斤
三
両
、
黄
龍
元
年
十
月
甲
辰
治
」
（
前

　
　
四
九
年
）

　
考
古
研
究
所
の
発
掘
し
た
も
の
は
、
出
土
の
遺
物
か
ら
西
漢
前
期

と
後
期
の
二
期
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
。
後
期
は
武
帝
よ
り
王
葬
新
代

ま
で
、
前
期
は
そ
れ
以
前
で
あ
る
。
戦
国
期
と
の
区
分
は
問
題
が
あ

る
が
狂
詩
の
泥
銭
な
ど
を
出
し
て
い
る
竜
の
は
一
応
秦
漢
の
交
に
あ

て
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
前
漢
後
期
の
も
の
で
は
、
先
に
の
べ
た
「
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

沙
王
后
」
「
劉
驕
」
「
劉
長
孫
」
の
墓
が
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
鼠
号
墓

は
中
室
か
ら
出
た
漆
杯
の
底
に
「
費
」
の
字
が
あ
り
、
質
姓
の
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

墓
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
四
〇
五
号
墓
か
ら
出
た
も

の
に
「
熊
子
見
印
」
（
一
面
に
「
熊
□
信
印
」
）
の
青
銅
印
章
が
あ
る
。

熊
は
か
つ
て
の
楚
の
王
系
の
姓
に
み
え
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。
　
、

　
前
漢
代
の
竜
の
は
土
坑
中
に
木
牌
を
く
み
、
中
に
木
棺
を
お
い
た

も
の
が
通
綱
で
、
土
坑
の
一
方
に
階
段
を
つ
け
た
も
の
が
あ
る
。
い

ま
だ
簿
室
墳
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
出
土
の
遺
物
中
、
明
器
に
つ

い
て
み
る
と
、
戦
国
期
で
は
鍾
、
鼎
、
敦
、
櫨
、
豆
は
こ
れ
を
陶
製

化
し
た
竜
の
が
少
く
な
い
が
、
人
物
な
ど
は
木
製
晶
で
つ
く
り
、
顔

や
衣
服
を
彩
色
で
か
き
わ
け
て
い
る
。
前
漢
前
期
で
は
、
鍾
、
鼎
、

銃
、
蕪
櫨
、
鍍
な
ど
の
陶
製
贔
の
ほ
か
鏡
な
ど
に
は
滑
石
製
品
が
あ

る
。
し
か
し
ま
だ
、
器
物
家
屋
の
陶
製
品
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
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髄代明器泥象と生活様式（綱崎）

　
前
漢
後
期
に
な
っ
て
千
早
な
ど
の
陶
製
品
の
ほ
か
、
は
じ
め
て
屋
、

倉
一
、
園
、
井
、
蛙
（
か
ま
ど
）
な
ど
の
陶
製
品
が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ

は
先
に
の
べ
た
前
漢
後
期
と
み
る
べ
き
四
〇
一
号
墓
（
木
榔
墓
）
の
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

土
贔
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
し
か
し
第
二
〇
王
号
墓
に
み
る
よ
う
に

人
物
や
馬
、
車
、
船
に
は
木
製
品
が
多
い
し
、
ま
た
鍾
鼎
に
滑
石
製
贔

が
あ
る
。
い
ま
前
漢
後
期
の
明
器
を
表
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
陶
製
晶

　
　
1
青
銅
器
の
形
を
う
つ
し
た
も
の

　
　
　
鼎
、
鍾
、
鋳
、
釜
甑
、
引
出
炉
、
盃
、

　
　
2
家
屋
器
物
を
う
つ
し
た
も
の

　
　
　
屋
、
倉
、
困
、
井
、
吐

　
滑
石
製
品

　
　
1
青
銅
器
の
形
を
う
つ
し
た
も
の

　
　
　
鼎
、
鍾
、
扁
壷
、
盆
、
炉

　
　
2
玉
を
う
つ
し
た
も
の

　
　
　
壁

　
木
製
品

　
　
人
物
係
、
馬
像
、
車
、
船
の
模
型

　
後
漢
書
郡
国
志
を
み
る
と
後
漢
代
の
長
沙
は
正
は
お
か
れ
ず
、
郡

県
が
し
か
れ
て
、
中
央
よ
り
太
守
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
後
漢
代
に
入
っ
て
は
じ
め
て
壌
室
墳
が
盛
行
す
る
。
そ
の
多
く
は

三
五
四
、
三
五
五
号
墓
に
み
る
よ
う
に
カ
マ
ボ
コ
型
天
井
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

な
か
に
は
沙
湖
橋
A
・
M
四
一
号
墓
の
よ
う
に
弩
塵
状
の
天
井
を
も

ち
、
霊
室
を
二
つ
た
も
の
も
み
と
め
ら
れ
る
。
出
土
晶
屯
前
漢
に
く

ら
べ
て
一
般
に
青
銅
器
が
少
く
な
り
、
明
器
も
鍾
鼎
な
ど
の
陶
製
贔

の
外
に
屋
、
倉
、
困
、
井
、
姓
、
零
露
、
難
業
を
は
じ
め
、
人
物
、
豚
、

犬
、
難
ゆ
な
ど
の
陶
製
口
叩
が
聾
皿
嘗
田
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
第
二
六
二
臨
写

⑬墓
で
は
、
屋
、
倉
、
燈
、
井
が
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
同
一
形

式
の
セ
ヅ
ト
は
後
述
す
る
よ
う
に
広
州
な
ど
に
み
る
も
の
で
あ
る
。

月
亮
山
よ
診
出
た
も
の
竜
こ
の
形
式
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
白
泥
塘
の
十
八
号
嬉
室
墓
は
「
永
和
元
年
作
」
　
（
西
暦
一
三
六
年
）

銘
の
嬉
、
二
十
一
号
簿
室
墓
に
は
「
永
和
元
年
造
作
」
銘
の
嬉
が
あ

っ
た
。
前
者
で
は
陶
罐
、
豆
、
鼎
、
屋
、
犬
が
出
た
が
、
陶
罐
は
開

片
青
甕
で
、
そ
の
他
の
も
の
に
は
緑
融
が
か
か
っ
て
い
た
。
後
者
は

陶
製
容
器
の
外
、
陶
製
の
牡
、
つ
る
べ
、
鉄
鏡
が
出
た
。
出
土
の
陶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

器
は
み
な
緑
融
が
か
か
っ
て
い
た
。
雨
花
亭
の
八
号
墓
で
は
屋
、
井
、

難
の
陶
製
明
器
が
出
て
い
る
が
、
緑
紬
が
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
点

白
泥
塘
の
二
階
は
年
代
を
示
す
い
い
基
準
と
な
る
。
沙
湖
橋
F
一
号

⑯墓
は
陶
製
明
器
と
し
て
鼎
、
壮
、
曲
筆
、
倉
、
釜
甑
、
つ
る
べ
が
あ

り
、
小
形
の
銅
車
輪
、
銅
銭
な
ど
が
で
て
い
る
。
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策
二
六
二
号
墓
や
月
館
山
の
竜
の
は
後
漢
の
前
半
、
白
泥
塘
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

墓
は
後
漢
の
後
葉
、
沙
湖
橋
F
一
号
墓
出
土
の
壮
は
南
京
呉
墓
出
土

贔
と
形
式
を
ひ
乏
し
く
し
六
朝
初
期
に
か
か
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

　
①
梅
原
末
治
、
水
野
清
一
「
後
長
沙
出
土
の
漆
西
舞
鶴
婆
蛇
に
就
い
て
」

　
（
『
美
術
研
究
』
七
二
丹
）

　
梅
原
末
治
「
伝
長
沙
幽
土
の
木
彫
怪
獣
像
」
（
『
宝
雲
』
第
一
ご
号
）

　
水
野
清
一
「
長
沙
出
土
の
木
偶
に
就
い
て
」
（
『
東
方
学
報
』
京
都
第
八
冊
）

　
梅
原
末
治
「
湖
南
省
長
沙
古
墳
の
一
抵
遣
物
に
つ
い
て
」
（
『
衷
洋
史
研
究
』

津

。叩

陶製明器のセット

1

／口　

22

嬉
山
一
巻
第
二
口
写
）
　
こ
の
藤
趨
筆
入
は
漢
代
の
遺
鰍
W
に
も
ふ
れ
て
い
サ
ゆ
。

②
中
悶
科
学
院
考
古
研
究
所
編
門
長
沙
発
掘
報
告
」
　
（
中
瞬
田
野
考
古
報

　
告
集
、
考
古
学
導
刊
、
丁
種
第
二
帰
）
一
九
五
七
年
八
月

　
こ
の
報
告
が
出
る
ま
で
、
　
「
科
学
通
報
」
第
三
巻
第
七
期
や
　
O
臣
昌
①
ω
①

沁
①
O
O
φ
ω
窪
岱
9
ω
鴇
餅
臼
平
井
》
儒
σ
q
這
馨
一
り
㎝
沁
に
あ
ら
わ
れ
た
夏
門
地
の
概

報
を
ま
と
め
た
も
の
に
、
上
田
宏
範
「
湖
南
省
長
沙
に
あ
’
9
け
る
古
墓
の
発

掘
」
　
（
『
古
文
化
』
第
一
巻
第
二
号
）
が
あ
る
。

③
こ
の
時
の
模
様
は
水
野
画
一
「
長
沙
」
（
原
田
淑
人
編
『
中
国
考
古
学

　
の
旅
』
所
収
）
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

　scL2
Kv－t‘

“　＝b一．w一．　S
3

限
α｛

□

q
　
　
　
　
O

3

〆一一
＼4

　v　広西省貴県

1．2．3．波51・1二｛毅25弩墓

3。4．新田嶺4号墓

尺7｛レ・f・

）
◎

肇

1y　広東雀広艸i

1．2．皇r判然42号墓

3．　龍生岡43号墓

4．東山六出横路
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④
　
『
長
沙
発
掘
報
告
』
九
五
買
ひ

⑤
『
二
上
』
九
七
頁
。

⑥
李
正
光
、
彰
青
野
「
長
沙
沙
湖
橋
一
帯
古
墓
発
掘
報
告
」
（
『
考
古
学
報
』

　
一
九
五
七
年
第
四
娚
）
五
四
頁
。

⑦
『
同
上
』
五
聖
頁
。

③
　
『
長
沙
発
掘
報
告
』
…
一
〇
頁
。

⑨
『
凝
上
』
九
一
頁
。

⑩
　
『
同
上
』
　
一
｝
八
頁
。

⑧
　
『
同
上
』
八
八
頁
。

⑫
率
正
光
等
「
前
掲
報
告
」
五
八
頁
。

⑫
　
『
長
沙
発
掘
報
告
』
一
三
三
頁
。

⑭
周
壁
栄
「
長
沙
白
泥
塘
発
現
東
漢
壌
墓
」
（
『
考
古
通
烈
』
一
九
五
六
年

　
第
憲
期
）
五
八
頁
。

⑯
　
冑
両
三
憲
開
「
長
沙
｛
附
淑
岬
爾
曲
野
墓
付
近
酌
｛
果
漢
、
　
山
ハ
館
山
、
　
唐
土
」
（
『
出
朽
☆
羅
超

　
訊
』
　
一
九
五
六
年
第
六
期
）
六
八
頁
。

⑯
　
水
ナ
正
光
等
　
「
前
掲
報
告
」
　
山
ハ
七
胃
貝
。

⑰
　
畑
…
継
｛
尚
　
「
一
記
南
論
駅
西
網
曳
雲
仙
ハ
翻
剃
☆
H
塞
晶
剛
漁
狛
伽
埋
」
（
『
文
物
鼻
少
考
轟
貝
料
』
　
一

九
五
四
年
第
十
一
期
）
七
五
頁
。

　
豆
湖
南
省
采
陽
〔
漢
代
の
桂
陽
磁
束
陽
県
〕

　
来
陽
は
湘
江
の
上
流
、
早
霜
西
岸
の
一
都
市
で
、
い
ま
も
毒
電
線

の
一
士
と
な
っ
て
い
る
。
前
漢
高
祖
の
時
、
湖
南
省
東
南
部
に
悪
留

郡
が
お
か
れ
た
。
来
陽
の
名
は
『
前
漢
書
』
地
理
志
に
み
え
、
　
『
後

漢
書
』
郡
国
志
に
「
来
陽
に
鉄
あ
り
し
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。
　
『
同

書
』
循
吏
伝
に
よ
る
と
、
光
武
帝
の
時
、
三
遷
が
桂
陽
太
守
と
な
っ

た
。
来
陽
県
に
鉄
石
が
出
る
の
で
他
郡
の
人
が
あ
つ
ま
っ
て
来
て
ひ

そ
か
に
鉄
を
鋳
造
す
る
。
つ
い
に
は
亡
命
者
も
や
っ
て
来
て
姦
盗
も

多
く
な
る
と
い
う
の
で
、
衛
颯
は
鉄
官
を
お
こ
し
て
私
鋳
を
や
め
さ

せ
た
と
こ
ろ
一
年
の
増
収
五
百
余
万
銭
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
来
陽
近
郊
の
考
古
学
的
調
査
は
湖
南
省
文
物
管
理
委
員
会
の
手
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

行
わ
れ
た
。
県
城
の
西
郊
の
山
名
の
東
に
土
坑
竪
穴
墓
が
あ
り
、

な
か
か
ら
青
銅
製
帯
鈎
、
剣
、
矛
が
出
土
し
た
。
報
告
者
は
こ
れ
を
戦

国
時
代
に
あ
て
て
い
る
。
こ
の
山
丘
に
は
後
漢
墓
九
基
が
出
た
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
三
つ
は
土
坑
竪
穴
墓
、
六
つ
は
簿
煮
繭
で
あ
る
。
第
一
号
墓
は
カ

マ
ボ
コ
型
天
井
を
竜
つ
壊
室
墓
で
、
　
「
長
嘆
子
孫
」
鏡
（
龍
虎
花
文
あ

り
と
い
う
）
、
青
銅
鎌
斗
の
ほ
か
、
陶
製
明
器
と
し
て
、
鍾
、
鼎
、

壷
、
屋
、
井
、
魅
な
ど
が
出
て
い
る
。
青
銅
印
章
に
は
陽
文
籔
書
で

「
田
年
」
の
字
が
あ
り
、
田
年
墓
と
も
称
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
県
の
西
南
郊
、
采
花
営
に
も
後
漢
の
域
止
痛
が
出
て
い
る
。
そ
の

一
号
墓
、
五
号
墓
、
一
五
号
墓
の
出
土
晶
屯
田
年
嵩
と
ほ
ぼ
等
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

内
容
を
建
っ
て
い
る
。
県
の
南
愚
母
キ
万
花
石
勒
も
山
上
に
す
く
な

か
ら
ぬ
古
墓
が
あ
る
が
、
簿
室
墓
よ
り
、
陶
園
、
猪
圏
、
難
舎
が
発
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漢代明聡泥象と生活様式（岡崎）

見
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
出
た
銅
銭
に
は
郭
や
文
字
の
な
い
も
の

が
あ
り
、
後
漢
末
よ
り
三
国
の
鼎
立
し
た
混
乱
期
の
も
の
と
報
告
者

は
考
え
て
い
る
。
鏡
の
形
式
な
ど
か
ら
み
て
も
お
そ
ら
く
後
漢
末
期

よ
り
下
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
④
湖
南
省
文
物
管
理
委
員
会
「
来
陽
西
郊
吉
墓
清
理
鯵
報
」
（
『
文
物
参
考

　
鷹
餌
料
』
　
一
九
一
血
六
年
蟹
叩
一
期
）
　
ご
一
七
百
ハ
。

　
②
　
『
同
上
』
三
九
・
四
〇
頁
。

　
③
湖
南
省
文
物
管
理
委
員
会
「
湖
南
来
陽
東
漢
墓
溶
理
簡
報
扁
（
『
考
古
逓

　
測
…
』
　
一
九
五
論
ハ
な
十
第
四
日
劇
）
　
一
一
　
一
山
只
。

　
④
湖
爾
省
文
物
管
理
委
員
会
「
采
陽
花
石
拗
的
漢
魏
墓
葬
」
（
『
考
古
通
訊
』

　
　
一
九
五
山
ハ
年
第
二
湘
割
）
　
六
四
頁
。

　
盈
香
港
甫
九
国
〔
漢
代
の
南
海
郡
内
〕

　
香
港
は
一
八
四
二
年
イ
ギ
リ
ス
の
直
轄
植
民
地
と
な
り
、
対
岸
の

九
罷
は
一
八
六
〇
年
に
皇
国
よ
り
割
譲
さ
れ
。
深
洲
河
以
南
の
九
龍

半
島
は
一
八
九
八
年
に
租
借
地
と
な
っ
た
。
す
べ
て
も
と
も
と
清
朝

の
時
は
、
広
東
省
に
属
し
て
い
た
。
漢
代
で
は
南
海
郡
の
内
に
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
香
港
に
お
け
る
考
古
学
的
調
査
は
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

茎
牽
以
来
在
住
し
て
い
た
フ
ィ
ソ
師
（
殉
Φ
く
●
U
．
切
一
口
⇔
）
に
よ
る
こ

と
が
多
い
。
岡
師
は
ラ
ン
マ
島
で
印
文
陶
器
、
磨
製
石
器
を
発
見
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

て
い
る
。
一
九
五
八
年
陳
公
哲
氏
の
調
査
報
告
が
導
け
に
さ
れ
た
が
、

印
文
陶
器
や
石
器
を
出
す
遺
跡
か
ら
、
中
原
の
西
周
墓
に
み
ら
れ
る

有
痛
愚
考
が
出
て
い
る
。
ま
た
青
銅
父
も
見
出
さ
れ
て
い
て
印
交
陶

器
文
化
の
な
か
に
戦
国
以
前
の
中
原
の
も
の
が
波
及
し
て
い
た
こ
と

が
察
せ
ら
れ
る
。

　
九
龍
宋
王
台
で
は
近
年
、
域
室
墓
が
数
基
発
見
さ
れ
香
港
大
学
の

ド
レ
ー
ク
教
授
（
勺
h
O
｛
●
↓
●
ω
。
　
U
戦
餌
騨
①
）
ら
が
調
査
し
た
。
い
ま
だ
く

わ
し
い
報
告
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
出
土
晶
の
一
部
は
同
大
学
の

図
書
館
で
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
な
か
に
は
鍾
、
鼎
、
盃
、
奮
、

笛
な
ど
の
陶
製
晶
の
ほ
か
に
陶
屋
（
図
。
。
・
Z
刈
）
、
　
倉
（
知
一
・
O
H
）
、
井

（
蜜
①
・
○
回
O
）
、
か
ま
ど
（
鼠
も
。
・
諸
お
）
が
あ
る
。
井
は
い
ま
屋
根
を
か

き
、
か
ま
ど
は
い
ま
破
損
し
て
そ
の
底
部
と
釜
を
の
こ
す
に
す
ぎ
な

い
が
、
屋
、
倉
、
井
、
魅
の
組
合
せ
と
い
い
、
形
式
と
い
い
、
つ
ぎ

に
の
べ
る
広
州
後
漢
前
期
に
み
る
屯
の
と
全
く
一
致
し
て
い
る
。

　
①
松
本
信
広
「
香
港
舶
遼
州
の
発
掘
に
就
い
て
」
（
『
史
学
』
第
一
七
巻
第

　
　
一
号
）
四
九
頁
。

　
②
陳
翌
旦
「
香
港
考
古
発
掘
」
　
（
『
考
古
学
報
』
一
九
五
七
年
第
四
期
）
、

　
図
版
三
3
　
こ
の
種
の
灰
紬
豆
は
、
長
安
普
渡
村
、
洛
陽
老
城
区
、
丹
徒

　
煙
轍
山
を
は
じ
め
二
二
墓
か
ら
鍋
器
と
と
も
に
出
て
い
る
。
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W
広
東
省
広
捌
〔
漢
代
の
爾
海
郡
番
陸
連
〕

　
広
州
（
広
東
）
は
珠
江
の
三
角
洲
の
北
端
に
位
置
し
、
四
方
の
物

資
を
集
散
す
る
に
好
適
の
地
を
し
め
て
い
る
。
い
ま
も
広
東
省
の
首

都
で
あ
り
、
人
口
一
二
〇
万
を
か
ぞ
え
る
。
こ
の
地
域
の
考
古
学
的

調
査
の
は
じ
ま
り
は
一
九
三
一
年
、
黄
花
考
古
学
院
を
お
こ
し
た
胡

肇
椿
堂
（
現
在
、
中
山
大
学
教
授
）
ら
の
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

同
年
に
広
州
で
刊
行
さ
れ
た
「
考
古
学
雑
誌
」
の
創
刊
号
に
は
東
山

猫
児
岡
の
漢
墓
や
大
刀
山
面
墓
の
発
掘
報
告
を
は
じ
め
、
一
九
一
六

年
置
山
勘
前
亀
岡
で
発
見
さ
れ
た
い
は
ゆ
る
南
越
王
湖
の
墓
の
木
刻

交
書
の
考
証
な
ど
を
の
せ
て
い
る
。

　
一
九
五
』
二
年
ご
ろ
か
ら
広
州
近
郊
に
も
建
設
工
事
が
ひ
き
つ
づ
き
、

漢
六
朝
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
墳
墓
、
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
調

査
は
主
と
し
て
広
州
市
文
物
管
理
委
員
会
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

が
、
出
土
品
は
委
員
会
の
あ
る
も
と
の
光
孝
寺
（
南
越
王
立
佗
の
玄
孫
、

趙
建
徳
の
幽
居
と
い
う
）
や
、
越
秀
山
に
あ
る
広
青
島
博
物
館
に
保
管

さ
れ
、
ま
た
中
山
大
学
考
古
学
研
究
室
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

少
し
古
い
統
計
で
あ
る
が
一
九
五
五
年
九
月
ま
で
に
古
代
選
訳
三
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

三
、
出
土
贔
総
数
一
一
二
九
〇
件
を
か
ぞ
え
、
そ
の
後
も
ひ
き
つ
づ

き
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
出
土
舐
も
お
び
た
だ
し
く
、
広

州
の
か
つ
て
の
富
盛
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
『
史
記
』
に
よ
る
と
秦
始
皇
帝
が
六
国
を
平
定
し
、
さ
ら
に
華
南

に
兵
を
す
す
め
て
桂
林
、
南
海
、
象
の
三
郡
を
お
き
、
民
を
う
つ
し

て
従
来
の
現
地
民
と
雑
り
す
ま
わ
し
め
た
と
い
う
。
こ
の
時
、
趙
佗

（
河
北
真
定
の
人
）
が
南
海
郡
の
耀
川
（
県
）
令
と
な
っ
た
が
、
南
海
尉

任
難
の
意
を
う
け
て
番
禺
に
進
出
し
、
秦
の
ほ
ろ
び
る
と
と
も
に
、

桂
林
、
象
郡
を
あ
わ
せ
、
自
立
し
て
南
越
の
武
王
と
称
し
た
。
前
漢

の
高
祖
も
こ
れ
を
み
と
め
南
越
前
に
封
じ
た
。
そ
の
霧
笛
（
文
王
）
、

甲
南
（
明
王
）
、
　
興
、
建
徳
と
か
れ
の
家
系
が
つ
づ
い
た
が
、
　
武
平

の
元
鼎
五
年
（
前
一
一
二
年
）
、
漢
は
大
軍
を
発
し
て
諸
道
よ
り
南
越

を
誉
め
翌
年
番
禺
が
陥
落
し
た
。
そ
れ
よ
り
後
、
前
、
後
漢
を
通
じ
、

漢
帝
国
の
郡
県
に
く
り
い
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
『
史
記
』
尊
爵
列

伝
に
す
で
に
、
「
番
禺
も
ま
た
そ
の
一
都
会
に
し
て
珠
褒
、
犀
、
等
号
、
果
、

布
の
湊
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
。

　
広
州
附
近
か
ら
出
土
し
た
と
い
う
中
国
式
の
銅
剣
、
銅
矛
（
広
東

省
博
物
館
所
見
）
は
戦
国
末
以
来
の
中
国
青
銅
器
の
南
伝
を
し
め
し
て

い
る
。
西
村
か
ら
青
銅
製
桶
形
容
器
が
出
て
い
る
。
こ
れ
は
ヴ
ェ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ナ
ム
北
部
の
青
銅
器
文
化
に
み
る
も
の
で
あ
る
。

　
前
漢
代
の
墓
は
一
九
五
五
年
に
す
で
に
約
六
〇
基
調
査
さ
れ
た
と
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い
う
。
こ
れ
を
さ
ら
に
前
期
と
後
期
に
二
つ
に
わ
か
っ
て
、
西
村
簾

頭
岡
、
華
僑
新
村
、
東
山
梅
花
村
、
北
郊
露
頭
岡
の
あ
る
も
の
は
こ

れ
に
属
す
る
。

華
僑
鵜
で
は
土
坑
・
竪
穴
森
の
こ
禁
あ
っ
た
・
そ
の
第
五

号
墓
で
は
約
一
二
〇
枚
の
国
鉄
四
両
を
出
し
、
第
七
号
墓
の
約
八
十

八
枚
は
秦
半
両
と
漢
八
鉄
欄
両
の
二
種
で
、
新
村
の
古
墓
を
通
じ
て

五
青
銭
を
出
さ
な
い
。
こ
の
た
め
一
応
武
帝
以
前
の
も
の
と
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
蒔
期
の
陶
器
に
は
表
面
の
タ
タ
キ
目
な
ど

諸
賢
陶
器
の
伝
統
を
の
こ
し
て
い
る
。
出
土
の
青
銅
印
章
に
は
「
臣

奪
」
　
（
う
ら
に
「
梁
奪
㎏
）
、
「
臣
之
」
　
（
う
ら
に
「
得
之
」
）
玉
印
に
「
李

嘉
」
、
メ
ノ
ウ
印
に
「
趙
安
」
な
ど
の
文
字
が
み
え
る
。
　
一
九
一
六

年
東
山
言
前
亀
岡
で
発
見
さ
れ
た
木
榔
墓
は
武
帝
五
鉄
銭
を
薫
蒸
出

し
て
い
る
が
、
出
土
晶
か
ら
み
て
む
し
ろ
前
漢
前
期
の
も
の
を
多
く

ふ
く
ん
で
い
る
。

　
こ
の
時
期
の
壷
、
鼎
、
釜
、
豊
州
な
ど
の
陸
墨
に
は
必
ず
し
も
中

原
製
作
と
は
お
竜
え
な
い
ナ
イ
ー
ヴ
な
も
の
が
あ
る
。
素
文
鏡
、
蟷

蟷
文
鏡
、
四
山
羽
状
文
鏡
、
四
葉
文
鏡
、
玉
樹
、
玉
壁
、
玉
撮
、
玉

魚
や
、
矛
、
巳
首
、
環
報
徳
子
な
ど
の
鉄
製
品
も
出
土
し
て
い
る
。

い
ま
そ
の
明
器
を
み
・
る
と
次
の
二
つ
の
材
料
か
ら
な
る
。

　滑　　陶
堰蘂讐製
戯贔器品、　　　　　　）「

　　　へ轟　鮪

　　　糞

　　　舞

　　　纏

　　　煎

　
前
漢
後
期
よ
り
後
漢
初
期
に
か
け
て
の
も
の
に
は
東
郊
鳥
龍
岡
、

東
山
馬
棚
岡
、
河
南
大
元
岡
、
東
北
郊
横
難
岡
の
も
の
が
あ
る
。
前

漢
後
期
よ
り
後
漢
初
期
に
わ
け
て
は
木
榔
墳
の
も
っ
と
も
盛
行
し
た

時
期
で
、
出
土
品
だ
け
で
区
分
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
横
枝
岡
一

　
　
　
　
　
⑤

号
墓
、
四
号
墓
は
木
櫛
墳
で
あ
る
が
、
前
者
か
ら
陶
製
の
井
、
蛙
、

後
者
で
は
滑
石
製
の
倉
が
で
て
い
る
。
出
土
の
陶
器
の
な
か
に
長
沙

の
前
漢
後
期
に
よ
く
み
る
五
心
罐
が
あ
り
、
陶
錺
も
み
ら
れ
る
。
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

聯
霊
な
ど
を
伴
っ
た
皇
帝
岡
一
号
墓
（
木
画
墓
）
は
屋
、
倉
、
井
、
猪
、

船
を
は
じ
め
す
べ
て
木
製
品
を
も
つ
て
し
て
い
る
。
こ
の
三
墓
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

は
一
応
前
漢
後
期
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
耀
生
肝
四
三
号
墓

は
五
鉄
筆
、
大
泉
五
十
、
方
格
規
矩
四
紳
鏡
な
ど
を
出
し
、
王
葬
新

代
を
上
ら
ず
、
後
漢
も
前
期
を
下
ら
ぬ
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は

人
物
桶
、
犬
、
琴
、
船
は
木
製
で
あ
る
が
、
屋
、
倉
、
井
な
ど
は
陶

製
品
で
あ
る
。
屋
、
倉
、
井
の
形
式
は
皿
眼
岡
一
号
墓
の
木
製
品
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

全
く
一
致
し
て
い
る
。
新
出
象
欄
岡
二
号
墓
で
は
製
鉄
（
一
〇
三
枚
）
、
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大
譲
五
十
（
二
〇
枚
）
、
貨
泉
（
四
枚
）
を
出
し
た
。
桶
な
ら
び
に
豚
は

陶
製
、
倉
、
井
、
蛙
の
陶
製
品
を
出
し
て
い
る
。
龍
生
岡
四
三
号
、

東
山
象
欄
岡
二
号
墓
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
屋
、
倉
、
井
、
魅
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
外
皇
帝
岡
四
二
号
墓
、
南
石
頭
二
号
墓
、
南
郊
細
岡
四
号
墓
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
木
榔
墓
に
も
出
土
し
、
策
山
羊
山
の
簿
室
墓
か
ら
繊
た
も
の
も
ま

た
こ
の
形
式
で
あ
る
。
羊
山
の
も
の
は
前
室
の
奥
に
三
小
室
を
お
い

た
も
の
で
、
量
、
禽
、
瀦
、
井
、
燈
、
の
ほ
か
牛
、
羊
、
難
、
鴨
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ど
の
小
陶
桶
が
で
て
い
る
。
小
蟹
江
二
八
号
墳
は
前
室
、
後
室
と
あ

り
、
後
室
に
一
棺
を
お
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
遣
物
は
前
室
に
お
か
6

れ
、
尾
倉
、
三
井
、
湖
月
な
ど
が
で
て
い
る
が
、
そ
の
形
式
ま
た
通

制
に
従
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
鐵
た
癖
に

　
建
玉
五
年
八
月
十
一
日
造
治
此
議
官
秩

と
い
う
銘
が
あ
る
。
こ
れ
は
後
漢
章
帝
の
代
、
西
暦
八
○
年
に
あ
た

る
。
博
室
墳
の
年
代
の
一
点
を
し
め
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら

次
第
に
流
行
を
み
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

東
郊
の
十
九
路
軍
墳
場
ち
か
く
の
一
擁
”
室
墓
は
、
墓
室
の
プ
ラ
ン
は

「
廿
」
字
形
を
な
し
、
東
西
の
こ
室
に
わ
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
蓑
道
を

も
つ
て
い
る
。
東
西
の
二
室
は
貫
通
し
て
通
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
出
土
の
遺
物
は
陶
製
口
…
…
が
も
っ
と
も
多
く
粘
を
か
け
た
も
の
が

少
く
な
い
。
明
器
と
し
て
報
告
者
の
い
う
陶
城
府
、
屋
、
倉
、
蛙
、

几
を
は
じ
め
陶
矛
、
刀
、
戟
、
舞
人
、
楽
人
の
桶
な
ど
に
わ
た
り
、

船
や
馬
車
も
陶
製
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
万
歳
」
銘
瓦
当
や
、
五

鉄
銭
、
半
円
方
形
帯
神
獣
鏡
が
出
て
い
る
。
木
榔
墳
出
土
の
陶
製
明

器
に
比
べ
る
と
非
常
に
装
飾
的
で
、
時
期
も
後
漢
の
後
葉
以
降
に
下

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

①
藥
寒
環
、
談
月
色
「
発
掘
東
出
三
児
岡
漢
象
報
告
」

　
胡
肇
椿
「
広
州
市
西
郊
大
刀
由
晋
塚
発
掘
報
告
」

　
察
守
「
広
東
古
代
木
刻
文
字
録
存
」

　
亀
岡
の
も
の
は
木
榔
墓
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
、
中
か
ら
先
漢
式
の
藥
、

　
鼎
、
尊
輯
、
穀
壁
二
枚
、
三
文
の
鏡
四
枚
、
秦
の
半
両
頁
余
、
呂
后
八
鉄

　
八
両
百
余
、
文
帝
四
鉄
半
両
人
余
、
武
三
五
隻
数
枚
が
眠
土
し
た
。
諏
鑛

　
氏
（
広
東
の
交
廟
）
は
元
狩
五
年
（
前
一
一
八
年
）
以
後
残
し
た
と
推
定

　
さ
れ
る
南
乱
言
胡
か
嬰
斉
の
う
ち
、
後
者
は
孫
呉
の
黄
武
五
年
に
あ
ば
か

　
れ
た
と
い
う
か
ら
文
王
胡
の
墓
と
想
定
し
た
。

②
広
州
市
交
物
管
理
委
員
会
「
三
年
来
広
州
市
古
墓
葬
的
清
理
和
発
現
」

　
（
『
汁
入
物
参
考
資
料
』
　
一
九
五
轟
ハ
年
第
五
一
期
）
　
一
一
　
一
百
ハ
。

③
梅
原
末
治
「
安
逸
磁
化
省
東
山
出
土
の
桶
形
銅
器
」
（
『
史
林
』
第
二
八

巻
第
四
帯
）

④
麦
英
豪
「
広
州
華
僑
薪
村
的
西
漢
墓
」
（
『
考
古
学
報
』
一
九
五
八
年
第

　
二
期
）
三
九
頁
。

⑤
広
州
宙
文
物
管
理
委
員
会
「
広
州
市
東
北
郊
西
漢
木
榔
墓
発
掘
簡
報
」
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（
『
考
吉
通
訊
』
一
九
五
五
年
第
四
期
）
四
〇
頁
。

⑥
再
会
「
広
州
皇
帝
岡
西
漢
長
都
纂
発
掘
尊
報
」
（
『
考
古
通
訊
』
一
九
五

　
七
年
第
廻
期
）
ニ
ニ
頁
。

⑦
同
工
「
広
州
市
龍
生
岡
四
三
琴
東
漢
木
榔
墓
偏
（
『
考
古
学
報
二
一
九
五

　
七
年
第
一
期
）
　
一
四
一
頁
。

⑧
同
士
「
広
州
東
由
象
欄
岡
第
二
号
木
型
墓
清
理
簡
約
」
（
『
交
物
参
考
資

　
料
』
一
九
五
八
年
第
二
期
）
五
七
頁
。

⑨
同
会
「
広
州
西
村
皇
帝
岡
四
二
号
東
漢
木
榔
墓
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
通

　
訊
』
一
九
五
八
年
第
八
期
）
三
七
頁
。

⑩
岡
会
「
広
州
南
郊
南
石
頭
西
漢
木
榔
墓
清
理
簡
報
」
（
『
交
物
参
考
資
料
』

　
一
九
五
五
年
第
八
期
）
八
五
頁
。

⑳
岡
会
「
広
州
衛
文
管
会
一
九
五
五
年
清
理
古
墓
葬
工
作
簡
報
」
（
『
交
物

　
参
考
資
料
』
一
九
五
七
年
第
一
期
）
七
五
頁
。

⑫
二
会
「
広
州
東
山
東
漢
墓
葬
浩
理
簡
報
」
（
『
考
古
通
訊
』
一
九
五
六
年

　
第
四
期
）
　
＝
一
頁
。

⑲
同
会
門
三
年
来
広
州
布
吉
藻
葬
的
漕
理
和
発
現
扁
　
（
前
掲
）
一
一
三
頁
。

同
墓
の
プ
ラ
ン
は
三
一
頁
に
の
せ
て
い
る
。

⑭
岡
会
「
広
州
墨
東
心
学
三
菱
室
君
達
理
紀
略
」
（
『
交
物
参
考
資
料
』
一

　
九
五
五
年
第
六
期
）
六
一
頁
。

　
V
広
琵
省
壷
県
（
漢
代
の
鐙
林
郡
内
）

　
長
沙
、
広
州
、
九
龍
は
幸
い
に
地
に
足
跡
を
印
す
る
こ
と
が
で
き
、

鱗
茎
は
車
上
い
つ
の
ま
に
か
通
過
し
て
し
ま
っ
た
が
、
貴
県
は
ま
っ

た
く
未
見
未
踏
の
地
で
あ
る
。
地
図
で
み
る
と
、
広
州
よ
り
西
、
西

江
を
さ
か
の
ぼ
る
と
梧
州
か
ら
先
は
広
西
省
に
な
る
。
河
名
も
溝
江
、

さ
ら
に
欝
江
と
あ
ら
た
ま
る
。
貴
県
は
梧
州
（
三
代
の
蒼
梧
郡
）
と
南

寧
の
中
央
、
水
陸
交
通
の
中
枢
に
あ
た
り
、
県
境
鉱
産
に
と
み
金
銀

叢
誌
な
ど
み
な
ぞ
な
わ
る
と
い
う
。
広
西
省
は
秦
代
に
桂
林
郡
、
漢

武
帝
の
時
、
そ
の
東
に
蒼
梧
郡
．
西
南
に
欝
林
郡
が
お
か
れ
た
が
、

貴
県
は
漢
よ
り
蒲
梁
ま
で
の
雛
林
郡
の
郡
治
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ

る
。　

貴
県
の
考
古
学
的
調
査
は
一
九
五
四
年
ご
ろ
か
ら
広
西
省
文
物
管

理
委
員
会
の
手
で
す
す
め
ら
れ
た
。
一
九
五
五
年
五
月
ま
で
、
漢
墓

　
　
　
　
①

総
数
一
二
九
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
う
ち
西
漢
墓
（
竪
穴
墓
）
が
二
五
、

東
漢
墓
一
〇
四
、
う
ち
土
坑
（
竪
穴
）
墓
九
八
、
　
酒
室
墓
六
を
か
ぞ

え
る
。
遺
跡
は
引
回
の
北
門
駅
の
西
南
、
劉
吉
嶺
、
西
の
波
井
嶺
を

は
じ
め
、
北
郊
二
漏
精
の
新
牛
嶺
な
ど
に
分
布
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
②

　
新
牛
嶺
三
号
墓
（
土
坑
墓
）
で
は
陶
鍾
、
陶
錺
と
と
も
に
滑
石
鼎
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

内
行
花
交
鏡
が
で
て
い
る
。
劉
吉
嶺
（
土
坑
墓
）
で
は
陶
壼
、
印
、
滑

石
製
水
孟
、
鏡
が
出
た
。
前
漢
の
後
期
、
お
そ
く
と
も
後
漢
初
期
を

下
疹
ぬ
も
の
で
あ
ろ
う
。
監
理
の
西
北
五
里
、
信
望
中
学
の
敷
地
か

　
　
　
④

ら
木
榔
W
墓
（
八
号
墓
）
が
由
出
た
。
銅
謝
盟
、
ハ
金
、
博
山
炉
、
晶
嗣
灘
ハ
五
葉
㎝
、
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内
行
花
文
精
白
鏡
と
と
も
に
青
鋼
鼓
が
出
た
。
鼓
身
は
す
で
に
破
砕

し
て
い
る
が
、
鼓
面
は
比
較
酌
調
整
で
、
直
径
四
二
・
高
距
ソ
チ
を

は
か
る
。
こ
れ
は
む
し
ろ
原
住
民
の
作
繍
に
属
し
よ
う
。
他
の
出
土

品
か
ら
み
て
前
漢
後
期
、
3
3
そ
く
と
も
後
漢
初
期
に
お
く
べ
き
も
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
⑤

　
新
牛
嶺
四
号
墓
は
土
坑
墓
で
あ
る
が
、
銅
釜
、
銅
奮
、
三
選
、
帯

鉤
、
鏡
、
刀
、
三
口
、
鼎
の
ほ
か
三
井
が
で
て
い
る
。
波
井
山
嶺
の

　
　
⑥

土
坑
墓
（
編
号
五
五
、
貴
総
一
三
六
）
か
ら
は
鼎
、
壷
、
博
嶺
豆
、
勾
、

奮
の
陶
製
晶
の
ほ
か
屋
（
倉
）
、
　
井
、
蛙
、
猪
圏
（
屋
）
、
が
出
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

る
。
波
井
嶺
三
六
号
墓
は
、
は
ば
十
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
ニ
メ
ー
ト
ル

の
墳
丘
を
も
つ
博
室
墓
で
爾
道
、
中
室
、
側
室
は
す
で
に
ほ
ら
れ

て
い
た
が
、
後
室
は
そ
の
ま
ま
の
こ
っ
て
い
た
。
出
土
品
に
は
鏡
一

面
（
径
八
・
五
セ
ン
チ
「
口
三
公
主
」
の
銘
文
あ
り
と
い
う
）
、
鉄
鋤
一
個

の
ほ
か
陶
肚
、
陶
井
亭
頂
、
陶
備
、
陶
難
、
陶
鴨
が
で
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
①

　
一
九
五
五
年
ま
で
に
陶
屋
は
二
十
工
ハ
、
猪
團
剛
十
八
、
姓
十
、
井
一
二

十
五
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
陶
麗
は
下
部
に
猪
圏
を
お
き
、
上
に
家

を
つ
く
っ
た
も
の
で
、
猪
圏
と
い
う
の
は
、
前
に
家
を
お
き
、
屋
後

豚
の
枠
内
に
豚
を
お
く
も
の
で
そ
の
家
屋
構
造
は
同
一
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
広
州
後
漢
墓
に
み
る
も
の
と
全
く
形
を
一
に
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

①
広
西
省
文
物
管
理
委
員
会
「
広
繭
貴
県
湛
墓
酌
溝
理
」
（
『
考
古
学
報
』

　
｝
九
五
七
年
第
一
期
）
　
一
五
五
貰
。

②
黄
増
慶
「
広
酉
貴
県
新
牛
嶺
箪
三
号
鱗
漢
慕
葬
」
（
『
文
物
参
考
罠
料
』

　
一
九
五
七
年
第
二
期
）

③
「
広
西
貴
県
発
現
漢
墓
㎏
（
『
考
古
逓
訊
』
一
九
五
穴
年
第
三
期
）
五
七

　
頁
。

④
　
蕃
ハ
増
慶
「
広
薄
恵
鼠
県
漢
木
…
梛
墓
漁
粥
理
簡
凹
報
」
（
『
考
古
通
訊
』
　
一
九
五
六

　
年
三
四
期
）
　
一
八
頁
。

⑤
黄
増
慶
「
広
西
貴
県
雄
牛
嶺
漢
墓
二
二
」
（
『
考
古
通
訊
』
｝
九
五
七
年

　
第
二
期
）
五
八
頁
。

⑥
梁
友
仁
「
広
西
貴
県
泣
井
嶺
東
漢
墓
的
二
選
」
（
『
考
古
通
瓢
』
　
九
五

　
八
年
第
二
期
）
隣
七
頁
。

⑦
「
広
川
貴
県
浩
理
了
一
批
由
両
訓
読
宍
代
飾
墓
葬
」
（
『
文
物
参
考
資
料
』

　
　
一
九
五
六
年
中
二
期
）
七
四
買
。

　
　
　
　
三
．

　
長
沙
よ
り
は
じ
め
て
来
陽
、
九
耀
、
広
州
、
貴
県
の
漢
墓
に
つ
い

て
紹
介
し
た
が
、
今
の
区
分
で
い
え
ば
湖
南
省
、
広
東
省
、
広
西
省

に
属
し
、
漢
代
で
は
長
沙
郡
（
国
）
、
桂
陽
郡
、
南
海
郡
、
欝
林
郡
に

相
当
す
る
。
　
、

　
木
榔
墓
と
塔
室
墓
　
長
沙
で
は
戦
癖
馬
に
さ
か
ん
に
木
鐸
墓
が
築
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造
ぜ
ら
れ
た
、
こ
れ
は
前
漢
の
前
・
後
期
を
通
じ
行
わ
れ
て
い
る
。

簿
室
墓
の
あ
ら
わ
れ
る
の
は
後
漢
に
入
っ
て
か
ら
で
、
カ
マ
ボ
コ
形

天
井
の
も
の
を
通
例
と
す
る
が
、
後
漢
後
半
に
は
ド
ー
ム
を
も
つ
た

多
室
の
も
の
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
来
陽
で
は
銅
剣
、
銅
矛
、
帯
鉤
を
出
・
し
た
土
坑
墓
は
戦
国
墓
と
し

て
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
前
漢
代
の
確
例
は
い
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い

な
い
。
後
漢
墓
に
も
土
坑
墓
が
あ
る
。
・
域
室
墓
は
後
漢
に
入
っ
て
あ

ら
わ
れ
、
カ
マ
ボ
コ
型
天
井
で
あ
る
。

　
広
州
で
は
秦
以
前
の
確
例
は
明
ら
か
で
な
い
。
前
漢
前
期
に
は
土

坑
と
竪
穴
木
榔
の
二
形
式
が
あ
り
、
こ
れ
は
前
漢
後
期
よ
り
後
漢
前

期
に
つ
づ
い
て
い
る
。
簿
室
墓
の
あ
ら
わ
れ
る
の
は
後
漢
に
入
っ
て

か
ら
で
、
し
だ
い
に
木
榔
墓
に
か
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
貴

県
は
前
漢
に
土
坑
（
竪
穴
）
墓
が
あ
り
、
巾
に
は
木
榔
…
を
も
っ
て
い
た

こ
と
が
み
と
め
ら
れ
る
。
後
漢
に
入
っ
て
か
ら
は
、
土
坑
墓
九
八
に

対
し
、
簿
室
墓
六
の
比
率
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
博
室
墓
は
土
坑
墓
、
木
榔
…
墓
に
比
し
て
お
そ
く
、
後

漢
代
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
が
、
前
二
者
は
い
つ
れ
も
後
漢
代
に
屯

盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
明
器
の
材
質
長
沙
で
は
戦
国
代
に
鋼
器
を
摸
し
た
陶
製
品
、
人

物
盗
め
木
製
品
が
あ
ら
わ
れ
た
。
前
漢
で
は
こ
れ
が
ひ
き
つ
が
れ
、

銅
器
や
鏡
な
ど
の
滑
石
製
品
が
加
わ
る
。
さ
ら
に
前
漢
後
期
に
入
っ

て
屋
、
麟
、
井
、
魅
の
陶
製
晶
が
出
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
後
漢

に
入
る
と
、
陶
製
愚
が
盛
行
し
、
人
桶
、
動
物
も
こ
れ
で
っ
く
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。

　
広
州
で
竜
前
漢
前
期
で
は
銅
器
を
摸
し
た
．
陶
製
晶
、
滑
石
雲
量
が

あ
る
。
後
期
に
な
る
と
滑
石
製
の
倉
が
あ
ら
わ
れ
、
屋
、
倉
、
井
や

船
の
木
製
贔
が
あ
る
。
ま
た
井
、
壮
な
ど
陶
製
贔
が
あ
ら
わ
れ
る
。

後
漢
に
入
る
と
屋
、
倉
、
井
、
魅
な
ど
す
べ
て
陶
製
最
と
な
る
が
、

あ
る
も
の
は
桶
、
動
物
、
船
な
ど
の
木
製
繍
が
伴
出
し
て
い
る
。
し

か
し
次
第
に
桶
、
動
物
な
ど
も
陶
製
化
し
東
郊
十
九
路
墳
場
の
も
の

は
屯
つ
と
も
装
飾
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
貴
県
で
は
前
漢
墓
に
鍾
、
鋳
の
陶
製
品
、
鼎
、
水
準
な
ど
の
滑
石

製
晶
が
あ
る
。
後
漢
に
入
っ
て
量
、
井
、
慧
の
陶
製
痛
が
あ
ら
わ
れ
、

ま
た
人
傾
や
動
物
の
陶
製
品
が
加
わ
っ
て
く
る
。

　
来
陽
、
九
龍
で
は
後
漢
代
の
も
の
で
あ
る
が
鍾
、
鼎
、
奮
な
ど
の

陶
製
品
の
ほ
か
屋
、
倉
、
井
、
蛙
の
陶
製
品
を
み
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
長
沙
、
広
州
、
貴
県
で
は
前
漢
に
鋼
器
の
陶
製

品
を
一
様
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
長
沙
、
広
州
で
は
前
漢
後
期
に
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屋
、
倉
、
井
、
蛙
の
陶
製
品
が
出
現
し
た
。
長
沙
で
は
人
物
儒
な
ど

で
は
い
ま
だ
木
製
贔
が
あ
り
、
広
東
で
は
後
漢
初
期
に
も
行
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
後
漢
前
期
に
は
長
沙
、
采
陽
、
広
州
、
九
龍
、
貴
県

の
各
地
で
銅
器
の
陶
製
晶
の
ほ
か
に
、
屋
、
倉
、
井
、
蛙
な
ど
の
陶
製

品
が
盛
行
し
、
し
か
も
そ
の
組
合
せ
な
ら
び
に
個
々
の
形
式
が
全
く

一
致
し
て
い
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
後
漢
後
半

に
な
っ
て
も
ひ
き
つ
が
れ
、
人
物
や
動
物
な
ど
ひ
ろ
く
陶
製
明
器
が

行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
長
沙
で
は
前
期
に
木
船
、
木
車
が
出
る
。
広

州
で
は
前
漢
前
期
よ
り
後
漢
初
期
に
か
け
て
木
船
が
あ
り
、
後
漢
後

期
に
富
船
、
陶
車
が
出
て
い
る
。
船
の
出
土
は
華
南
の
水
運
の
地
帯

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
あ
る
。

四

　
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
長
沙
を
は
じ
め
各
地
の
漢
墓
こ
と

に
後
漢
墓
か
ら
は
鍾
鼎
の
よ
ヶ
な
銅
羅
を
摸
し
た
陶
製
明
器
の
ほ
か

に
家
屋
、
倉
、
園
、
井
、
蛙
な
ど
当
時
の
も
の
を
う
つ
し
た
と
み
ら

れ
る
陶
製
品
が
多
数
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
方
式
は
す

で
に
前
漢
代
、
陳
西
、
河
南
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
南
方

の
官
療
∵
豪
族
に
も
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
な
か
で
家

屋
、
逆
撫
な
ど
は
各
地
の
自
然
環
境
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
で

あ
夢
、
こ
の
点
そ
の
遺
構
の
発
見
さ
れ
る
こ
と
の
少
い
今
黛
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

明
器
は
当
時
を
亀
の
が
た
る
重
要
な
資
料
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ

と
に
文
献
な
ど
に
ほ
と
ん
ど
資
料
を
か
く
当
時
の
生
活
様
式
を
こ
の

上
な
く
し
め
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　
い
ま
8
家
屋
、
φ
⇒
猪
圏
、
㊨
倉
、
画
躍
、
㈱
井
、
㈹
吐
（
か
ま
ど
）

の
順
に
各
地
の
出
土
品
を
点
検
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

①
中
岡
に
お
け
る
三
代
に
お
け
る
明
器
の
研
究
上
、
ラ
ウ
フ
ァ
ー
氏
（
切
●

い
①
¢
頃
①
桟
）
の
○
罵
旨
①
の
Φ
℃
O
欝
①
h
繁
O
馬
爵
①
測
9
一
同
U
旨
蚕
巽
団
（
い
①
嵐
①
詳

お
8
）
は
古
典
的
な
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
陳
西
省
出
土
の
も

　
の
を
資
料
と
し
て
い
る
。
わ
が
浜
田
耕
俘
『
支
那
古
明
器
泥
象
図
説
』
（
一

九
三
九
年
）
は
遼
東
、
楽
浪
な
ど
の
発
掘
成
果
を
と
り
い
れ
た
名
著
で
あ

る
。
　
最
近
で
た
佐
藤
雅
彦
『
漢
六
朝
の
土
偶
』
（
陶
器
全
集
6
、
一
九
五

八
年
）
も
B
本
に
あ
る
こ
の
藻
資
料
を
よ
く
あ
つ
め
て
い
る
。

　
　

　
一
　
家
　
　
屋

　
（

　
ふ
つ
う
「
屋
」
（
陶
屋
）
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

実
際
の
出
土
例
を
み
る
と
、
住
宅
、
倉
の
ほ
か
に
各
種
の
特
殊
建
築

を
ふ
く
み
、
ま
た
猪
方
を
附
属
し
た
も
の
は
屋
も
し
く
は
猪
圏
の
両

方
で
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
注
音
劇
を
要
す
る
。
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漢代明器泥象と生濡様式（醐崎）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
長
沙
で
は
二
〇
三
号
墓
（
前
漢
後
期
）
に
長
方
形
の
プ
ラ
ン
を
も
ち
、

二
つ
の
入
口
を
も
つ
陶
製
家
屋
が
出
て
い
る
。
屋
根
に
は
瓦
を
の
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
い
る
。
二
六
二
号
墓
出
土
の
「
屋
」
と
報
告
さ
れ
た
の
は
む
し
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

「
倉
」
で
あ
ろ
う
。
　
「
猪
圏
」
と
い
う
の
は
方
形
の
敷
地
に
L
字
状

に
建
物
を
お
き
右
後
を
塀
で
か
こ
ん
で
中
に
ブ
タ
を
い
れ
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

あ
る
。
こ
の
形
式
の
も
の
は
月
亮
山
で
も
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
が

っ
て
エ
ー
ル
大
学
美
術
館
で
展
観
さ
れ
た
も
の
で
、
「
家
の
背
後
の
庭

に
多
教
の
家
畜
が
居
り
、
家
の
中
で
は
二
人
の
下
僕
が
穀
物
を
揚
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

て
い
て
、
一
人
が
戸
口
に
た
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
は
こ
れ
に
属
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
。
京
都
大
学
人
交
科
学
研
究
所
に
は
長
沙
出
土
と
つ
た
え
る
こ
の

形
式
の
も
の
が
あ
る
。
ね
ず
み
色
の
焼
成
で
こ
れ
で
は
裏
の
庭
に
一

頭
の
ブ
タ
が
よ
こ
た
わ
り
．
仔
ブ
タ
に
乳
を
ふ
く
ま
せ
て
い
る
。

　
こ
の
猪
圏
つ
き
家
城
と
も
い
う
べ
き
も
の
は
来
陽
広
州
、
九
龍
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

貴
県
に
も
出
土
し
て
い
る
。
采
陽
で
は
西
郊
一
号
墓
か
ら
で
た
も
の

は
、
室
内
に
は
二
人
の
人
物
が
手
に
盤
な
ど
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

が
あ
ら
わ
さ
れ
、
裏
に
は
ブ
タ
と
仔
ブ
タ
が
い
る
。
来
花
営
一
号
墓

の
も
の
は
「
方
屋
」
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
裏
に
二
頭
の
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

タ
が
、
室
内
に
人
物
が
お
か
れ
て
い
る
。
九
重
出
土
の
も
の
も
長
沙
、

来
陽
の
も
の
と
同
巧
で
あ
る
。

　
広
州
、
景
雲
で
は
略
意
つ
き
家
屋
は
長
沙
、
来
陽
な
ど
に
み
た
形

式
の
も
の
の
外
に
、
下
半
部
を
す
べ
て
猪
圏
に
し
て
上
に
同
じ
構
造

の
家
屋
を
の
せ
た
も
の
が
あ
ら
わ
れ
る
。

　
皇
帝
岡
四
二
号
墓
か
ら
出
た
も
の
は
前
者
の
形
式
、
龍
生
岡
四
三

号
墓
、
南
石
頭
二
号
墓
は
後
老
の
形
式
に
属
す
る
。
皇
帝
岡
四
二
号

墓
出
土
の
も
の
恥
そ
の
室
内
に
人
物
像
が
蒙
れ
て
い
る
・
馨

者
は
い
う
。

　
屋
内
正
義
成
一
個
横
的
長
方
形
、
中
有
両
儒
持
杵
春
米
、
小
犬
一
叢
伏
在

　
備
後
、
勢
一
実
正
在
込
米
、
正
門
両
辺
各
有
一
桶
茎
立
、
側
門
勢
辺
亦
有

　
一
書
姑
立
、
均
双
手
避
寒
畠
状
物
、
正
書
思
詰
亀
有
楼
梯
、
上
有
門
口
通

　
至
厨
房
、
一
桶
手
持
帯
状
物
正
答
拾
級
而
上
、
屋
後
右
辺
是
一
個
方
形
小

　
院
、
用
欄
干
的
緩
塘
園
蔚
。
一
寸
罵
在
出
土
、
一
己
正
従
璽
穴
中
出
来
。

　
小
院
的
左
辺
。
亜
属
是
厨
房
、
下
面
与
小
勢
網
通
、
内
有
一
犬
伏
干
地
上
、

　
望
診
危
地
台
上
開
一
個
長
方
形
穿
洞
、
為
漫
溺
財
用
。

　
こ
の
家
の
中
に
は
米
を
つ
い
た
り
、
ふ
る
っ
た
り
し
て
は
た
ら
く

人
々
が
あ
り
、
そ
の
後
方
左
は
厨
に
な
り
、
右
は
ブ
タ
小
屋
に
な
っ

て
い
る
。
龍
生
岡
四
三
号
墓
、
南
石
頭
二
号
墓
は
、
二
層
に
な
り
、

下
を
す
べ
て
ブ
タ
小
屋
と
し
て
い
る
が
　
家
屋
の
構
造
や
厩
の
所
在

ま
で
皇
帝
岡
四
二
号
墓
①
も
の
と
同
一
で
あ
る
。
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貴
県
で
は
前
者
は
「
猪
圏
」
（
十
八
個
）
後
者
は
「
馬
屋
」
（
二
十
六

　
　
　
　
　
　
⑪

緬
）
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
名
称
は
こ
と
な
っ
て
も
広
東
、
貴
県
出
土
品
に
お
け
る
両
者
の
構

造
、
他
の
遺
物
と
の
共
伴
関
係
か
ら
み
て
、
む
し
ろ
一
層
お
よ
び
二

層
式
の
猪
圏
つ
き
家
屋
と
よ
ぶ
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。
こ
の
種
の
家
屋

は
単
な
る
家
蓄
小
屋
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
中
で
作
業
す
る
人
々
を

あ
ら
わ
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
当
時
の
も
っ
と
も
普
通
の
住
宅
形
式

で
広
州
、
貴
県
の
場
合
は
土
地
湿
潤
の
た
め
高
床
に
し
、
階
下
を
家

畜
小
屋
に
あ
て
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
右
の
比
較
的
小
形
の
陶
屋
と
は
別
に
、
広
州
か
ら
大
形
の
家
屋
が

　
　
　
　
　
　
⑫

出
て
い
る
。
西
村
か
ら
出
た
も
の
は
お
も
て
に
二
層
の
主
家
が
あ
り

入
ロ
が
二
つ
つ
き
、
そ
の
一
つ
の
傍
に
犬
が
い
る
。
．
う
ら
は
中
庭
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

な
っ
て
塀
で
か
こ
ん
で
い
る
。
西
郊
の
も
の
も
ほ
ぼ
同
一
の
構
造
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

入
口
は
亜
字
形
に
一
塁
き
り
こ
ん
で
い
る
。
象
三
岡
二
号
墓
か
ら
出

た
も
の
は
方
形
の
敷
地
の
中
央
に
楼
閣
を
も
つ
た
，
家
屋
が
あ
り
、
そ

の
左
右
に
建
物
が
つ
く
。
前
庭
と
後
庭
の
左
右
に
は
そ
れ
ぞ
れ
小
房

が
あ
り
、
前
庭
の
前
に
は
門
が
あ
り
、
後
庭
の
後
は
塀
で
か
こ
っ
た

ブ
タ
小
屋
と
な
っ
て
い
て
二
匹
の
ブ
タ
が
い
る
。
左
側
の
小
房
は
周

と
な
り
、
上
に
人
物
が
う
ず
く
ま
り
、
そ
の
下
の
あ
な
に
は
家
畜
が

通
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
右
側
の
小
房
は
鳥
小
屋
で
難
と
鴨
が

い
る
。
ま
た
楼
閣
の
左
右
の
建
物
に
は
三
人
の
人
物
と
長
方
形
の
臼

が
あ
る
。
二
人
置
杵
で
つ
い
て
お
り
、
一
人
は
両
手
に
箕
を
も
つ
て

い
る
。
こ
れ
は
先
に
の
べ
た
勲
記
を
さ
ら
に
複
雑
に
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
お
そ
ら
く
主
人
公
の
住
宅
を
あ
疹
わ
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

広
州
東
郊
＋
楽
堂
場
の
蟹
墓
重
事
暑
の
い
う
爾
監

の
な
か
に
臼
を
お
き
二
人
の
人
物
が
手
に
杵
を
も
つ
て
つ
い
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

も
の
が
あ
る
。
　
「
陶
城
府
」
と
報
告
さ
れ
た
も
の
に
、
ま
わ
り
に
高

い
塀
を
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
前
後
に
門
が
あ
り
、
そ
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ

望
楼
が
あ
る
。
四
隅
の
上
に
小
亭
が
あ
る
。
な
か
に
小
房
が
左
右
両

列
に
、
左
に
三
、
右
に
二
、
計
五
飼
な
ら
ん
で
い
る
。
す
べ
て
瓦
葺

で
あ
る
。
そ
の
小
…
房
の
前
に
桶
十
三
緬
　
（
も
と
も
と
＋
六
欄
あ
っ
た
痕

跡
あ
り
）
が
あ
る
。
　
別
に
四
備
は
営
内
で
ひ
ざ
ま
つ
い
て
い
る
。
大

多
数
の
桶
は
腰
を
弓
の
よ
う
に
お
っ
て
、
両
手
に
坐
の
如
き
も
の
を

も
っ
て
、
「
恭
粛
的
神
態
」
を
表
現
す
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
「
陶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

城
府
」
と
ほ
ぼ
同
一
の
外
郭
を
も
つ
も
の
が
、
東
山
猫
児
岡
の
簿
墓

よ
り
出
て
い
る
。
こ
れ
は
域
室
の
前
部
に
一
個
独
立
し
て
お
か
れ
て

い
た
も
の
で
、
報
告
者
は
「
陶
富
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
中
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漢代明器泥象と生活様式（岡鹸）

図3第

一
祠
日

1

2

、臥

｝η” ﾔ1㌔

t　　　　　　　　　　　　　脇

@o縷’z　　「 藁
賛

3

｝　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽

8θo、 o
昭
q
、
　
，
五
一

に
二
つ
の
建
物
を
前
後
に
い
れ
て
い
る
。
前
に
あ
る
も
の
（
肝
潰
前
座
、

第
3
図
3
）
は
中
央
に
一
柱
の
あ
る
屋
を
あ
ら
わ
し
、
中
の
台
座
の
上

に
冠
を
う
け
た
二
人
の
坐
像
が
あ
り
、
そ
の
前
に
い
る
一
人
．
は
、

「
む
か
い
立
ち
、
鞠
躬
と
し
て
奏
す
る
が
如
し
」
と
い
い
、
む
か
っ

て
右
に
は
三
拝
す
る
人
物
が
、
左
壁
に
ち
か
く
立
つ
た
人
物
が
い
る
。

ま
た
後
の
建
物
は
二
層
で
あ
り
、
　
「
楼
上
の
右
室
に
二
人
の
婦
人
が

同
座
し
」
、
「
楼
下
の
婦
人
は
高
讐
長
禰
賦
、
「
梯
の
上
の
｛
人
は
伏
拝
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
前
の
建
物
は
山
斑
省
孝
堂
山
の
叢
祠
を
想
起

せ
し
め
る
ば
か
り
で
な
く
、
内
部
の
構
成
は
函
像
石
の
奥
壁
の
図
像

洞堂と壁画・陶製明器にみる家屋と人物

1．山：東省牽堂1工i石落　2．遼寧省遼陽石

榔墓壁画　3．広州多肉猫児岡鐵土陶屋

と
一
致
し
て
い
る
。
遼
陽
漢
墓
に
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
奥
壁
壁
…
画
に
も
か
か
る
図
像
が
あ

る
こ
と
が
想
起
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
は
、

む
し
ろ
山
東
の
画
像
暦
や
、
遼
陽
の

壁
画
の
ご
と
き
も
の
が
立
体
的
に
表

現
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
お
か
れ
た

位
躍
か
ら
み
て
も
祠
堂
を
陶
製
化
し

た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

①
欄
、
長
沙
発
掘
報
告
』
一
〇
一
頁
。

②
　

『
岡
　
　
　
　
上
』
　
＝
三
二
頁
。

③
『
嗣
　

上
』
二
二
三
頁
。

④
　
聞
全
騒
基
太
・
建
設
工
程
中
出
土
文
〃
物
展
覧
図
録
』
図
版
～
八
五
。

⑤
梅
原
末
治
「
湖
薄
省
長
沙
古
墳
の
一
括
遺
物
に
つ
い
て
」
　
『
前
掲
書
』

二
六
頁
。

c｝　＠＠＠＠
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
中
圏
明
器
泥
象
」
　
（
一
九
五
四
年
）
1
8
。

覗
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
六
年
第
一
期
。

〔．

ﾔ
噂
士
H
…
欄
陶
諏
…
』
　
一
志
八
五
｛
ハ
年
第
四
…
期
。

香
港
大
学
図
再
館
蔵
。

『
考
古
逓
訊
』
｝
九
五
八
年
第
八
期
。
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⑪
　
［
．
考
古
学
報
n
　
一
九
鑑
七
年
舘
　
期
。

⑫
　
『
全
国
基
本
建
設
工
程
中
出
土
文
物
展
覧
図
録
』
雲
版
一
九
四
、
　
｝
九

　
五
。

⑬
　
　
『
．
同
四
二
』
　
扁
九
山
ハ
。

⑭
　
『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
八
年
第
四
期
。

⑮
　
『
岡
上
』
｝
九
五
五
年
第
六
期
。

⑯
剛
、
羅
上
』
一
、
九
五
五
年
第
六
期
。

⑰
藥
寒
湿
、
談
月
色
「
発
掘
東
山
三
児
岡
漢
衆
報
告
」
（
『
攻
古
学
雑
誌
』

劇
刊
号
）
九
九
頁
。

⑱
関
野
貞
「
支
那
山
東
省
に
於
け
る
漢
代
墳
墓
の
表
罫
」
（
『
東
京
帝
岡
大

学
工
科
大
学
紀
要
巴
附
図
第
四
隅

⑲
駒
井
湘
愛
「
遼
陽
発
見
の
樋
代
墳
墓
」
　
（
一
九
五
〇
年
）

芝
陣
｝
導
p
，
猛
毒
甑
）
9
嵩
障
帥
鼠
簿
器
O
囚
陣
貯
⇔
O
い
　
類
簿
家
鼠
質
境
a
℃
巴
糞
陣
u
鵯

5
聾
Φ
　
℃
鉱
屯
∬
9
旨
↓
o
旨
び
箕
　
＝
9
0
受
9
昌
ぴ
q
匂
。
つ
。
纂
ぽ
　
ζ
餌
ロ
O
ぴ
瓢
甑
勲

》
邑
訟
σ
環
ω
誤
ω
貯
Φ
＜
O
一
●
×
＜
置
℃
℃
．
鱒
㎝
Q
◎
φ
に
は
石
榔
の
構
造
と
壁
画
の
構

成
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　
　

　
一
一
　
猪
　
　
　
圏
（
ブ
タ
小
屋
）

　
（

　
猪
圏
つ
き
家
騰
に
つ
い
て
は
す
で
に
の
べ
た
が
、
長
沙
五
家
嶺
楊

　
　
　
　
①

家
山
一
号
墓
（
一
九
五
四
年
｝
二
月
澗
査
）
か
ら
緑
勅
の
陶
製
猪
圏
が
で

て
い
る
。
こ
れ
は
中
央
に
方
形
の
ブ
タ
を
い
れ
る
か
こ
い
が
あ
り
、

そ
の
両
側
に
．
翻
が
あ
り
、
そ
の
前
に
そ
れ
ぞ
れ
儲
段
が
つ
く
。
．
測
お

よ
び
ブ
タ
小
屋
の
奥
辺
の
み
・
瓦
ぶ
き
に
な
っ
て
い
る
。
長
沙
沙
湖
橋
．

　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

四
一
号
墓
（
後
漢
）
、
お
よ
び
月
亮
山
か
ら
で
た
も
の
は
円
い
か
こ
い

の
側
に
厩
を
お
い
て
い
る
。
か
こ
い
に
は
そ
れ
ぞ
れ
透
し
が
あ
る
。

　
　
④

南
塘
神
か
ら
出
た
も
の
は
や
は
り
こ
の
形
式
で
、
か
こ
い
は
円
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

中
に
一
匹
の
ブ
タ
が
い
る
。
沙
湖
橋
F
M
一
号
墓
の
も
の
は
す
か
し

の
あ
る
門
い
か
こ
い
に
一
匹
の
ブ
タ
が
つ
く
。
こ
れ
に
は
測
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
束
野
営
五
号
墓
の
猪
圏
は
円
形
の
か
こ
い
に
鷹
が
つ
く
。
か
こ
い

の
中
に
小
ブ
タ
お
よ
び
糟
盆
が
あ
る
。
う
す
く
黄
紬
が
か
か
っ
て
い

　
　
　
　
⑦

る
。
花
石
拗
か
ら
出
た
馬
の
は
十
三
髄
。
方
形
ま
た
は
長
方
形
の
か

こ
い
の
中
に
ブ
タ
を
入
れ
、
か
こ
い
の
一
部
を
お
り
ま
げ
、
ま
た
は

そ
の
一
方
に
覆
い
を
つ
け
て
い
る
。

　
広
州
、
貴
県
で
は
い
ま
の
と
こ
ろ
独
立
し
た
猪
圏
は
報
告
さ
れ
て

い
ず
、
む
し
ろ
家
屋
と
附
属
し
て
い
る
。

　
長
沙
楊
家
山
一
号
墓
の
ご
と
き
猪
圏
は
中
圏
北
部
の
漢
墓
に
見
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

す
こ
と
が
で
き
る
。
河
南
省
鄭
州
南
関
外
や
、
河
北
省
望
都
三
竿
関

の
後
漢
墓
よ
り
発
見
さ
れ
た
も
の
を
み
る
と
方
形
の
か
こ
い
の
横
に

翻
を
お
い
て
お
り
、
そ
の
形
式
の
一
致
は
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
長
沙
沙
湖
橋
A
1
4
号
墓
、
南
塘
神
の
形
式
の
も
の
は
南
京
に
お

け
る
六
朝
初
期
の
博
室
纂
に
多
く
み
る
も
の
で
あ
る
。
来
陽
束
野
営
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漢代明器泥象と生活様式（岡繭）

｛

4

漢代の猪圏

．
、
垂
｛

第4図
董u］疵

rrt2N．

盈
舞

　
　
　
　
　
　
、
酒

　
　
／

慣
い、

@
≦

ぞ

狐6

3

7

8

葱二・需鳩

Q

鵡

／（Uvv

獣
葡
切

IO

n

一｛　ﾖ
x　一一　－hrd．．．．

一y）

灘

1．河北省望都・東関　　　2．河南省郷州・南関外　　　3．安徽省合肥

4．江蘇省南京。預善橋　　5．湖北省武昌長春観（湖北雀博物館所見）

6．湖南雀長沙・楊家公山1丹墓　　　　7．同上・沙湖橋A41号墓

8．　岡」二。写暫塘｝中　9。　同＿L・・1少｛胡：橋F号墓　 10．　濁i南賓来疑霧。采野営5号墓

11．同上・花　石　」幼

　
ブ
タ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
’

中
国
人
の
生
活
に
と
っ
て
、

い
ま
も
む
か
し
竜
き
り
は
な

す
こ
と
の
で
き
ぬ
動
物
で
あ

る
。
き
わ
め
て
粗
食
に
た
え
、

人
間
の
た
べ
の
こ
し
や
排
泄

物
を
も
処
理
し
て
く
れ
る
の

で
、
測
に
接
し
て
ブ
タ
小
麗

は
た
て
ら
れ
た
。
遼
陽
三
回

読
で
は
前
漢
か
ら
後
漢
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

け
て
の
時
期
に
あ
た
る
村
落

の
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
が
、

方
形
の
三
密
小
屋
の
あ
と
に

接
し
て
土
溝
が
で
て
き
た
。

そ
の
第
三
住
居
鮭
で
は
、
十

二
本
の
木
柱
を
方
形
に
た
て
、

一
辺
四
メ
；
ト
ル
、
中
に
家

畜
の
糞
や
朽
ち
た
草
芥
が
あ

五
号
墓
の
も
の
は
こ
の
形
を
と
っ
た
委
縮
し
た
も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。
　
つ
た
。
第
四
住
居
堤
で
は
十
四
本
、
第
五
住
居
鮭
で
は
十
一
本
、
（
は
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ば
六
メ
…
ル
）
第
六
住
居
雄
で
は
四
本
（
は
ば
二
、
〇
五
メ
ー
ト
ル
）
の
柱

孔
が
の
こ
っ
て
お
り
こ
れ
と
つ
ら
な
る
鼻
溝
は
、
蘭
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

　
『
前
漢
書
』
鐙
罰
燕
刺
王
伝
に

　
是
時
天
爾
虹
下
属
宮
中
、
飲
毒
水
。
丼
水
星
蠣
。
殿
中
琢
塞
出
、
懐
大
宮

　
瞳
。

と
み
・
え
、
顔
師
古
は
こ
れ
に
注
し
て

　
「
師
古
日
、
爾
養
振
鴎
也
。
園
音
胡
國
反
。
」

と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
『
同
書
』
口
無
酷
吏
伝
に
、

　
郵
都
河
東
大
陽
人
也
。
以
細
事
文
話
。
景
帝
時
為
中
郎
将
。
敢
直
諌
霜
折

　
大
臣
於
朝
。
嘗
従
上
林
。
質
健
在
瑚
。
野
磁
入
獅
。
上
目
都
不
行
。
上
欲

　
自
持
兵
救
買
姫
。
都
伏
上
前
日
世
一
姫
復
一
姫
。
進
天
下
所
三
選
姫
等
邪
。

　
二
三
縦
濤
声
奈
宗
瀬
太
后
何
。
奪
還
。
疏
亦
不
傷
紅
炉
。

と
い
う
の
も
、
中
原
に
お
け
る
形
式
を
よ
く
し
め
し
て
い
る
。

　
ヅ
般
に
中
国
北
部
は
雨
も
少
く
、
又
土
地
も
乾
燥
し
て
い
る
た
め
、

猪
圏
は
必
ず
し
も
屋
根
を
必
要
と
せ
ず
、
む
し
ろ
そ
の
一
隅
に
ひ
さ

し
を
つ
け
れ
ば
充
分
で
あ
っ
た
。
長
沙
楊
家
山
の
も
の
は
む
し
ろ
華

北
の
形
式
を
と
り
い
れ
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
沙
湖
橋
の
も

の
は
南
京
に
お
け
る
六
朝
初
期
の
も
の
と
問
巧
で
あ
る
。

　
華
南
で
は
、
か
か
る
屋
根
な
し
の
も
の
で
は
、
ブ
タ
も
迷
惑
し
た

に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
た
め
建
物
の
一
隅
に
厨
と
猪
圏
を
つ
け
る
か
．
．

広
州
、
貴
県
の
よ
う
に
、
高
床
に
し
て
下
を
す
。
へ
て
定
心
と
し
そ
の

上
に
建
物
と
側
を
お
く
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
お
け
ば
雨
か
ら
も
保
護
し
う
る
の
み
な
ら
ず
、
人
間
も
文

字
通
り
「
源
濁
」
を
さ
け
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
①
　
　
「
長
沙
鞍
帆
墓
出
T
発
現
甕
冊
貝
館
物
」
　
（
『
詐
入
物
漁
少
考
資
料
』
　
一
九
五
轟
パ
ー
二
、

　
七
頁
。

　
⑨
　
繭
．
考
古
学
報
』
　
一
九
五
七
年
第
四
期
、
図
版
十
一
7
。

　
③
『
全
国
基
本
建
設
図
録
』
図
版
一
八
六
。

　
④
『
考
古
酒
類
』
一
九
五
八
年
第
三
期
、
図
版
二
。

⑤
『
同
上
』
一
九
五
七
年
第
四
期
、
図
版
十
一
8
。

　
⑥
『
同
上
』
一
九
五
六
年
笛
三
期
、
二
五
頁
。

　
⑦
『
考
古
通
訊
』
一
九
五
六
年
第
二
期
、
図
版
十
八
5
。

　
⑧
劉
東
亜
「
鄭
州
南
関
外
東
土
墓
酌
発
掘
」
（
『
考
古
通
言
』
一
九
五
八
年

　
第
二
期
）
図
版
六
2
。
　
　
　
　
爵

　
⑨
『
全
圏
基
塞
建
設
図
無
』
図
版
第
一
九
。

　
⑩
東
北
博
物
館
「
澄
陽
三
道
壕
蓉
漢
村
落
遺
肚
」
（
『
考
古
学
報
』
　
九
五

　
七
年
第
｝
期
）
　
一
一
九
頁
。

　三
　
禽

（
「
陶
倉
」

と
し
て
報
戸
口
さ
れ
た
も
の
は
、
　
「
プ
ラ
ン
は
長
方
形
、
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模代明器泥象と生活様式（岡織）

切
妻
の
屋
根
を
も
ち
、
瓦
葺
の
建
物
を
う
つ
し
た
も
の
で
あ
る
。
通

例
中
央
に
入
口
が
あ
り
、
そ
の
四
辺
に
扉
を
つ
け
る
孔
の
あ
る
こ
と

が
あ
る
。
長
沙
、
廉
陽
、
広
州
、
九
龍
、
貴
県
な
ど
で
他
の
も
の
と

く
み
あ
わ
さ
っ
て
畠
て
い
る
。
広
州
で
は
、
幸
い
に
床
柱
を
も
つ
た

全
形
を
模
し
た
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
四
本
な
い
し
六
本
の
柱
が
下

に
つ
き
、
蔦
床
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
い
え
ば
「
高
倉
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
①

　
横
枝
岡
四
号
墓
の
も
の
に
滑
石
製
、
四
本
の
床
柱
が
つ
き
、
中
央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

入
口
、
前
に
縁
が
つ
い
て
い
る
。
皇
帯
岡
一
号
墓
の
も
の
は
木
製
で

前
に
手
す
り
の
つ
い
た
縁
（
廊
下
）
が
あ
り
、
右
よ
り
に
扉
が
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
る
。
皇
帝
岡
四
二
号
墓
の
倉
は
陶
製
、
そ
の
下
に
四
本
の
竹
柱
が

つ
く
。
入
口
の
四
方
に
四
孔
が
あ
り
、
前
に
縁
が
あ
る
。
龍
生
岡
四

　
　
④

三
号
墓
の
倉
は
陶
製
、
そ
の
底
に
・
円
孔
六
個
が
あ
り
、
木
製
の
床
柱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
つ
け
る
。
　
い
詣
ま
山
ハ
本
残
土
鼓
し
て
い
る
。
市
晋
山
み
象
欄
悶
岡
　
二
口
万
墓
も
木

柱
六
太
・
が
の
こ
っ
て
い
る
。
大
元
岡
四
号
墓
で
は
六
本
の
陶
柱
が
あ

④る
。
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
東
山
羊
山
横
路
の
簿
墓
か
ら
出
た
も
の
は
い
ま
木
柱
を
四
本
復
原

し
て
い
る
。
前
に
す
か
し
壁
の
あ
る
点
、
龍
生
岡
四
三
号
墓
出
土
の

も
の
に
ち
か
い
。
こ
う
し
て
み
る
と
長
沙
、
系
陽
、
九
龍
の
も
の
は

現
在
床
柱
を
欠
く
が
、
こ
れ
が
あ
る
の
が
本
当
な
の
で
あ
ろ
う
。
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

陽
来
野
鴬
五
号
墓
の
陶
倉
は
四
方
に
四
脚
を
つ
け
て
い
る
が
、
床
柱

を
う
つ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
床
挽
を
と
も
な
っ
た
高
床
式

倉
の
明
器
は
湿
気
の
多
い
華
甫
に
お
い
て
当
然
生
れ
る
形
式
で
あ
る
。

同
じ
自
然
的
環
境
に
あ
る
わ
が
日
本
で
も
弥
生
式
時
代
以
降
、
高
倉

が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
長
沙
、
来
陽
、
広
州
を
は
じ
め
す
で
に

瓦
葺
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
わ
が
古
墳
時
代
の
埴
輪
家
に
み
る

も
の
と
こ
と
な
る
。
高
倉
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
お
そ
ら
く
階
段
が

か
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

＠＠＠＠＠＠＠＠
『
考
古
回
画
報
…
』
　
一
九
五
五
年
第
四
猟
期
、
　
図
版
論
ハ
6
。

『
同
　
　
上
』
　
一
九
五
七
年
第
三
期
、
図
版
九
2
。

即
回
　
　
上
』
一
九
五
八
年
第
八
期
、
図
版
三
2
。

『
考
古
学
報
』
一
九
五
七
年
第
一
期
、
図
版
二
2
。

『
岡
　
　
上
』
一
九
五
八
年
第
四
期
、
五
八
頁
。

『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
六
年
箪
五
期
、
二
四
頁
。

『出

T
士
掃
…
雌
報
…
…
』
　
一
議
八
五
論
ハ
伝
十
儲
四
腿
同
湘
川
、
　
図
版
七
i
。

『
同
　
　
　
L
∴
』
　
一
・
九
噌
血
山
ハ
年
轄
夘
四
【
期
、
　
図
版
九
6
。

　
　

　
四
　
困
（
円
形
の
穀
物
ぐ
ら
）

♂
　
鼠
は
倉
と
熟
し
て
園
倉
と
よ
ば
れ
る
が
、
と
く
に
円
形
の
竜
の
を

さ
し
て
よ
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
長
沙
二
四
四
号
、
二
六
七
号
墓
（
前
漢
後
期
）
か
ら
出
た
も
の
は
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漢代の囲（円形穀物グラ）5

5

擢
一
二
　
　
H

　
　
一
こ

　
　
。
〆

　
　
　
　
1
0

　
二

一
ご
、

4

薗
，

3

…
大
福
萬
指
　
。

8

t’@tt

〕 　
　
　
1
5

／一V　X

隠一
漁

へ
十
㎜

　
　
　
　
目

冷さ

r
跨

、
　
「

r

口

2

　　　i4

出18

6

7

O
口
㎝

13

％
．＼

「
切
盛
」
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
困
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
。

前
者
は
高
さ
一
一
、
七
セ
ン
チ
。
円
形
で
無
蓋
、
長
方
形
の
窓
口
と

17

軌
。
．◎

が
あ
り
、

あ
ろ
う
。

1
6
‘

1．陳酉省羅安・郵城馬路5号墓　　　2．3．岡上・白鹿原

4．河南省三沢県　　5．河北省崇県（北魏）　　6．湖爾憲長沙244号墓

7．主用省成都・青柱包9号墓　　　8－11．河南省浴陽・金谷園

12．湖南省畏沙・月亮山　　13．江西省南昌　14．湖北省武騒・長春観

15．　i凝i南省。采5．易西交［～1号墓　　16．　湖南省長量少・南塘～申　　17．　「哉」二魯雷家

ユ8．湖南省来陽・花石拗　　　1・9．広東省広州・東出羊山横艶

階
段
を
か
き
出
し
て

い
る
。
後
者
の
階
段

の
み
あ
っ
て
、
窓
口

を
か
き
わ
す
れ
て
い

る
。
月
亮
山
か
ら
出

　
　
③

た
も
の
は
一
二
脚
を
つ

け
て
い
る
が
、
窓
口

の
下
に
階
穀
を
実
際

に
つ
く
り
つ
け
て
い

て
、
な
か
な
か
堂
女

た
る
作
品
で
あ
る
。

　
　
④

母
家
嚇
か
ら
出
た
も

の
は
階
段
を
凹
み
で

あ
ら
わ
し
て
い
る
。

こ
れ
に
は
蓋
は
な
い

　
　
　
　
⑤

が
、
南
塘
沖
三
号
墓

出
土
の
も
の
に
は
蓋

お
そ
ら
く
円
錐
形
の
蓋
（
屋
根
）
が
あ
る
の
が
本
来
の
姿
で
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漢代明羅泥象と生活様式（岡崎）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
来
陽
の
来
花
営
一
号
墓
出
土
の
陶
製
「
円
屋
」
と
報
思
者
は
い
っ

て
い
る
が
、
困
で
あ
ろ
う
。
入
口
の
四
方
に
小
芋
が
あ
り
、
中
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

人
物
が
う
ず
く
ま
る
。
花
石
拗
の
も
の
も
円
筒
の
上
に
蓋
を
の
せ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
広
州
で
は
來
山
羊
山
横
路
出
土
の
も
の
は
、
そ
の
上
部
は
来
陽
束

花
営
の
も
の
と
同
巧
で
あ
る
が
、
底
部
に
四
個
の
孔
が
あ
り
、
こ
れ

に
陶
柱
四
本
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
柱
の
突
起
は
「
ね
ず
み
が
え
し
扁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

で
あ
ろ
う
。
わ
が
弥
生
式
文
化
後
期
の
山
木
遺
跡
（
静
岡
梨
田
方
郡
韮

山
村
）
か
ら
木
柱
に
「
ね
ず
み
が
え
し
」
が
は
ま
っ
た
ま
ま
で
発
見

さ
れ
た
が
、
参
考
に
な
る
。
広
州
の
博
物
館
に
は
大
元
岡
か
ら
出
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

も
の
を
み
た
。
こ
れ
は
陶
柱
で
「
ね
ず
み
が
え
し
し
は
み
ら
れ
な
い
。

　
圏
の
中
に
穀
物
を
収
め
た
こ
と
は
三
国
志
の
呉
志
蜷
魯
粛
伝
に

　
周
楡
里
居
寮
長
、
将
数
百
人
故
藩
候
粛
井
求
資
糧
。
母
家
有
両
国
、
米
各

　
三
千
魁
。
粛
媚
態
一
國
与
周
鍮
…
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

　
中
国
北
部
で
は
土
地
が
乾
燥
し
て
お
り
、
雨
も
少
い
た
め
に
、
土

地
の
上
に
、
ま
た
一
部
は
こ
れ
を
ほ
り
こ
ん
で
困
を
つ
く
る
こ
と
が

可
能
で
あ
っ
た
。
一
九
五
五
年
行
わ
れ
た
洛
陽
西
郊
の
漢
河
南
県
城

　
　
　
⑩

鮭
の
調
査
で
は
前
漢
代
よ
り
後
漢
に
か
け
て
の
円
困
が
で
て
い
る
。

　
三
四
〇
a
号
円
困
（
前
漢
代
）
は
直
径
二
・
七
五
メ
ー
ト
ル
、
当
時

の
地
面
を
O
・
五
五
メ
ー
ト
ル
ほ
り
こ
ん
で
い
る
。
地
上
の
部
分
は

こ
わ
れ
て
わ
か
ら
な
い
。
後
法
螺
の
円
困
は
六
個
、
三
四
〇
b
号
は

土
円
囲
、
他
は
す
べ
て
臨
積
み
で
、
平
均
直
径
三
メ
ー
ト
ル
を
は
か

る
。
博
積
み
の
も
の
は
あ
さ
い
も
の
で
○
・
五
思
子
！
ト
ル
、
ふ
か

い
も
の
で
一
・
六
メ
ー
ト
ル
地
下
を
ほ
り
く
ぼ
め
、
ま
わ
り
に
辱
を

つ
む
。
地
上
の
部
分
は
い
ま
こ
わ
れ
て
明
ら
か
で
な
い
が
、
園
の
底

の
中
央
に
、
柱
礎
と
な
る
石
が
あ
り
、
こ
れ
で
天
井
を
さ
さ
え
、
頂

部
は
茎
状
を
な
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
嬉
野
、
河
南
の
漢
代
の
困
の
実
際
は
さ
ら
に
明
器
の
陶
製
贔
で
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
陳
西
省
か
ら
出
る
も
の
は
円
筒
形
の
上
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
壷
の
口
の
よ
う
に
せ
ば
め
た
も
の
と
、
照
込
根
を
お
い
た
も
の
が

あ
る
。
後
者
は
恒
久
的
な
施
設
を
う
つ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
に
は

三
脚
を
も
つ
た
竜
の
屯
あ
る
。
上
に
緑
融
や
褐
羅
を
か
け
た
も
の
も
、

前
漢
末
か
ら
後
漢
初
期
に
は
す
で
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
河
南
省
出

土
の
も
の
は
く
ち
を
せ
ば
め
た
円
筒
状
の
も
の
が
多
く
、
小
さ
い
円

い
蓋
を
そ
の
上
に
の
せ
る
。
底
に
ち
か
く
小
さ
い
一
円
孔
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

三
脚
を
も
つ
も
の
が
多
い
。
胆
沢
県
の
空
簿
墓
（
前
漢
末
）
に
は
す
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
⑱
　
　
　
⑯

に
あ
ら
わ
れ
、
郵
州
南
関
外
や
、
孟
県
、
陳
県
の
後
漢
墓
に
も
出
土
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⑰

す
る
。
近
時
洛
陽
の
西
郊
、
金
谷
園
か
ら
で
て
き
た
も
の
は
、
そ
の

外
部
に
穀
物
な
ど
の
名
前
を
書
き
、
実
際
に
中
に
穀
物
を
収
め
た
も

の
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
文
字
中
に

　
黍
、
大
麦
、
小
麦
、
白
米
、
粟
、
稲
米
、
大
豆
、
小
豆
、
麻
、
塩

な
ど
の
名
称
を
み
・
る
こ
と
が
で
き
る
。
洛
陽
金
谷
園
の
よ
う
に
文
字

は
な
い
が
、
漢
六
朝
に
わ
た
っ
て
円
困
の
陶
製
明
器
は
各
地
で
つ
く

ら
れ
た
。
四
川
、
江
西
、
江
蘇
、
福
建
、
広
東
省
を
は
じ
め
、
ヴ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
、
⑲

ト
ナ
ム
北
部
（
髪
。
い
δ
9
農
℃
ρ
塁
農
－
怨
9
回
σ
q
）
で
竜
見
出
さ
れ
、
河
北

　
　
⑭

省
景
県
で
出
土
し
た
北
魏
代
の
も
の
も
こ
れ
に
属
す
る
。
漢
族
の
住

み
つ
く
と
こ
ろ
、
か
か
る
門
繭
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
の
実
例
は
最
近
ま
で
中
国
東
北
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
コ

ム
ギ
、
コ
ウ
リ
ャ
ン
、
ア
ワ
の
貯
蔵
庫
と
し
て
土
倉
子
（
円
倉
子
）
と
よ

ぶ
円
形
の
泥
塗
り
の
く
ら
が
一
般
の
農
家
で
用
い
ら
れ
、
ま
た
大
規

模
な
一
時
酌
貯
蔵
に
あ
た
っ
て
は
、
地
上
に
枕
木
を
お
き
、
そ
の
上

に
ア
ン
ペ
ラ
を
し
い
て
、
そ
の
上
に
海
部
を
お
き
、
ま
わ
り
を
ア
ン

ペ
ラ
で
円
筒
状
に
ま
き
、
上
に
藩
王
の
屋
根
を
つ
く
る
。
こ
れ
が
恒

久
的
な
場
合
（
三
三
院
と
い
う
）
に
は
粘
土
も
し
く
は
簿
で
同
様
の
も

の
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
長
沙
以
南
で
衝
重
以
前
に
か
か
る
円
照
が
な
か
っ
た
と
い
う
確
証

は
な
い
が
、
漢
族
の
南
下
と
と
も
に
次
第
に
南
に
つ
た
わ
っ
た
と
す

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
際
、
地
上
に
、
も
し
く
は
そ
の
一
部

を
地
下
に
ほ
り
こ
む
北
方
の
形
式
の
ま
ま
で
は
華
南
の
如
き
多
雨
多

湿
の
と
こ
ろ
で
は
採
用
さ
れ
ず
、
こ
れ
を
高
床
に
す
る
な
り
、
階
段

を
設
け
る
な
り
種
六
の
考
慮
が
な
さ
れ
た
に
相
違
な
い
。
こ
れ
が
広

州
に
な
る
と
倉
と
お
な
じ
く
高
床
式
に
な
り
床
柱
を
附
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
床
上
に
円
形
の
形
を
の
せ
る
の
は
無
意
味
．
で

は
あ
る
が
、
そ
こ
は
や
は
り
伝
統
の
力
と
い
う
外
は
な
い
。

　
①
　
「
斉
民
要
術
』
　
…
、
種
穀
三
に
『
礼
記
』
月
評
の
「
孟
秋
之
月
、
里
宮

　
鉦
壇
將
、
仲
秋
二
月
、
三
聖
築
城
郭
、
穿
艶
霧
、
修
園
倉
」
と
い
う
文
を

　
ひ
い
て
い
る
。
元
、
王
顧
撒
．
農
書
』
農
器
図
譜
十
、
倉
康
門
に
國
は
「
円

　
桑
弓
」
と
い
っ
て
い
る
。

②
門
長
沙
発
掘
報
告
』
一
〇
一
頁

③
『
全
国
基
本
建
設
閣
録
』
図
版
一
八
六
1

④
　
　
「
考
士
9
…
阻
翔
酷
』
　
一
九
五
八
年
第
一
一
期
、
　
㎝
凶
階
駅
猟
2
。

⑤
『
同
上
』
一
九
五
八
年
第
三
期
、
國
二
二
4
。
　
　

’

⑥
一
九
五
六
年
第
四
期
、
図
版
九
2
。

⑦
［
，
瞬
上
無
｝
九
究
六
年
鑓
二
期
、
図
版
十
二
4
。

⑧
「
瞬
上
』
一
九
五
六
年
第
四
期
、
隈
版
七
2
。

⑨
後
藤
守
二
　
「
弥
生
時
代
の
倉
庫
」
（
『
駿
台
史
学
』
弟
七
号
）
六
六
・
六

　
七
頁
。

⑩
黄
展
需
「
一
九
五
五
年
春
洛
陽
漢
河
晦
県
城
東
区
発
掘
報
告
」
（
『
考
古
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i漢代明器泥象と生活様式（隅驚）

愚ず

�
x
　
一
九
五
山
ハ
年
第
四
柵
期
）
　
一
二
三
。
一
二
四
頁
。

⑪
命
偉
超
門
西
安
嵐
鹿
三
号
葬
発
掘
報
告
」
（
『
考
齎
学
報
』
一
九
五
六
年

第
三
期
）
四
〇
頁
。

⑫
陳
西
雀
文
物
管
理
委
員
会
「
西
安
郵
城
馬
路
漢
墓
清
二
二
報
」
（
『
考
古

　
逓
訊
』
　
一
九
五
八
年
第
七
期
）
図
版
七
。

蘇
乗
埼
『
闘
輿
台
溝
東
区
墓
葬
』
　
（
一
九
四
八
年
）

岡
峰
「
陳
西
省
焦
心
台
の
漢
墓
」
　
（
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
中
幅
明
器
泥

象
』
所
収
）
に
H
一
二
丹
出
土
の
も
の
を
紹
介
し
て
お
い
た
。

　
繭
轟
女
十
里
舗
…
で
は
こ
の
両
者
が
同
風
，
に
出
て
い
る
。

　
雛
忠
如
「
繭
安
十
里
舗
東
漢
墓
清
理
簡
報
」
（
『
考
古
通
訊
』
…
九
五
七
年

第
二
期
）
四
二
頁
。

⑬
梅
原
末
治
「
河
南
鄭
州
及
榮
沢
県
発
見
の
漢
代
の
墳
墓
と
其
の
遺
物
」

　
（
『
東
洋
学
報
』
第
…
九
巻
一
号
）

⑭
　
『
考
古
樋
訊
』
一
九
五
八
年
第
二
期
、
図
版
六
2
。

⑮
趙
世
綱
「
河
南
孟
県
漢
墓
的
調
理
」
（
蝿
考
古
通
訊
』
一
九
五
八
年
第
憲

期
）
四
〇
頁
。

⑯
．
黄
河
水
庫
考
古
工
作
隊
「
一
九
五
六
二
河
梅
陳
県
三
家
渠
漢
庸
二
二
発

　
掘
簡
報
（
『
考
古
逓
訊
』
一
九
五
七
年
第
四
期
）
　
一
一
頁
。

⑰
黄
士
斌
「
洛
陽
金
谷
園
村
漢
桑
中
幽
土
有
交
字
的
陶
器
」
（
『
考
古
通
訊
』

　
一
九
五
八
年
第
｛
欄
捌
）
　
～
二
六
欄
只
。

⑬
○
ざ
く
蜜
湯
曾
》
属
9
器
9
0
σ
Q
一
〇
註
図
Φ
ω
①
母
。
げ
ぼ
H
巴
0
6
財
一
塁
．

　
（
H
由
9
δ
戦
く
卸
h
α
　
q
β
陣
く
①
h
の
一
け
畷
植
　
勺
巴
①
ω
ω
）
巳
ミ
＜
o
H
・
酬
題
一
8
・
節
に
譲
。
甲

O
げ
β
二
σ
q
（
ρ
島
簿
β
α
q
－
囲
偽
O
嶺
α
q
）
諺
…
出
土
の
も
の
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑩
張
季
「
河
北
崇
県
封
書
墓
群
調
査
記
」
（
『
考
古
通
解
』
一
九
五
七
年
第

　
三
期
）
図
版
十
一
。

⑳
『
満
州
農
業
図
無
』
（
一
九
四
一
年
）
を
み
よ
。

　
　

　
五
弁
（
井
戸
）

　
く

　
井
は
地
下
水
を
と
る
た
め
に
地
下
に
う
が
っ
た
施
設
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
長
沙
で
は
二
〇
三
号
墓
（
前
漢
後
期
）
か
ら
円
筒
状
の
陶
製
井
戸
が

で
て
い
る
。
上
に
は
井
亭
も
し
く
は
井
架
が
な
い
。
二
六
五
号
墓
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る
べ

は
小
形
の
壷
が
で
て
い
る
が
、
三
瓶
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
二
六
二

号
饗
叢
）
で
は
円
形
の
井
戸
の
台
に
、
四
燗
の
あ
黍
あ
る
。
・

の
上
に
木
柱
が
あ
り
、
屋
根
を
う
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
井
戸
の
上

に
井
架
を
の
せ
た
も
の
は
南
塘
神
か
ら
円
形
冷
肉
と
と
も
に
出
土
し

た
。
こ
れ
に
は
小
形
の
壷
形
の
吊
瓶
が
つ
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
③

　
来
陽
西
郊
一
号
墓
か
ら
出
土
し
た
も
の
は
、
長
沙
二
六
二
号
墓
出

土
の
如
き
井
戸
に
、
屋
根
を
の
せ
て
い
る
。
こ
れ
も
井
戸
の
台
に
四

孔
が
あ
る
か
ら
、
四
本
の
柱
で
さ
さ
え
た
も
の
で
あ
る
。
来
花
営
一

　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

号
墓
、
来
野
営
五
号
墓
か
ら
出
た
も
の
も
同
一
形
式
で
あ
る
。

　
広
州
で
は
や
は
り
こ
の
形
式
で
、
四
本
の
木
柱
が
残
っ
て
い
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
，

の
が
そ
の
ま
ま
で
て
き
た
。
龍
生
岡
四
三
号
墓
の
出
土
撮
は
そ
の
典

形
的
な
例
で
、
も
と
も
と
の
姿
な
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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広
州
の
木
榔
…
お
よ
び
域
室
墳
出
土
の
井
戸
は
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

式
に
か
ぎ
ら
れ
、
横
溢
岡
一
・
号
墓
、
南
石
頭
二
号
墓
、
東
山
象
欄
岡

　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

二
号
墓
、
南
郊
細
岡
四
号
墓
の
木
榔
墓
、
お
よ
び
東
山
羊
山
脈
墓
禺

土
の
も
の
は
み
な
こ
の
例
に
属
す
る
。
屋
根
は
四
注
式
、
瓦
ぶ
き
で
、

こ
の
上
に
鳥
形
の
か
ざ
り
を
お
き
、
ま
た
井
戸
に
鋸
歯
状
の
文
様
を

刻
ん
だ
も
の
が
あ
る
。

　
九
龍
の
出
土
贔
は
長
沙
二
六
二
号
墓
の
も
の
と
同
じ
く
、
屋
根
を

欠
く
が
、
全
く
岡
類
で
あ
る
。

　
貴
県
で
も
こ
の
形
式
の
も
の
は
多
く
、
一
九
五
四
年
か
ら
五
五
年

五
月
ま
で
の
発
見
例
で
竜
三
十
五
件
を
か
ぞ
え
る
と
い
う
。
波
井
嶺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

二
十
六
号
土
坑
墓
、
一
二
十
六
号
病
害
出
土
の
も
の
竜
井
亭
を
も
っ
た

こ
の
形
式
で
あ
る
。

　
い
ま
前
漢
末
と
推
定
さ
れ
る
長
沙
出
土
晶
を
み
る
に
円
筒
形
の
井

戸
に
壷
形
の
吊
．
瓶
を
つ
け
た
簡
単
な
形
式
の
も
の
で
あ
る
。
後
早
牛

と
推
定
さ
れ
る
四
馬
で
屋
根
を
う
け
る
形
式
の
も
の
は
長
沙
を
は
じ

め
、
来
陽
、
広
州
、
九
龍
、
貴
県
を
通
ず
る
一
般
形
式
で
、
広
州
、

貴
県
で
は
こ
と
に
数
多
い
こ
と
は
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
井
野

を
お
き
、
滑
車
を
も
つ
た
形
式
の
も
の
は
い
ま
の
と
こ
ろ
長
沙
で
は

南
塘
神
に
み
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
南
で
は
あ
ま
り
行
わ
れ
な
か
っ
た

も
の
ら
し
い
。

　
近
年
中
国
各
地
の
調
査
に
よ
っ
て
、
漢
代
の
許
戸
が
実
際
に
発
掘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

さ
れ
る
機
会
が
で
き
た
。
ま
た
出
土
の
明
器
や
画
像
石
、
墓
室
内
壁

＠画
に
よ
っ
て
各
地
の
井
戸
形
式
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
⑬

　
河
南
洛
陽
潤
浜
か
ら
出
た
陶
製
の
も
の
は
円
形
の
井
戸
上
に
井
架

を
く
み
、
滑
…
車
を
お
く
。
こ
れ
に
尖
底
の
つ
ぼ
を
吊
瓶
と
し
て
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
の
で
あ
る
。
こ
の
井
戸
は
同
じ
洛
陽
出
土
の
竜
の
と
く
ら
べ
る
と

お
そ
ろ
し
く
背
が
た
か
い
。
こ
れ
は
上
の
節
の
部
分
が
井
戸
で
そ
の

下
は
そ
の
深
さ
を
あ
ら
わ
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ち
か
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

河
南
県
城
内
で
出
た
井
戸
は
上
部
は
門
形
、
下
部
は
長
方
形
の
断
面

を
呈
し
、
井
戸
口
よ
り
ふ
か
さ
二
・
三
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
ま
で
簿

で
つ
ん
で
い
る
。
井
戸
の
ふ
か
さ
は
正
確
に
は
は
か
れ
な
か
っ
た
が
、

八
・
ニ
メ
ー
ト
ル
ま
で
ほ
っ
て
い
る
か
ら
、
す
く
な
く
も
、
そ
れ
以

上
の
ふ
か
さ
に
な
ろ
う
。

　
井
戸
の
深
さ
を
も
井
戸
に
く
わ
え
て
円
筒
状
に
表
現
す
る
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
⑲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
⑰

河
心
の
み
な
ら
ず
、
甘
粛
、
四
州
、
遼
寧
遼
陽
、
江
西
省
な
ど
の
漢

墓
出
土
品
に
こ
れ
を
み
る
の
で
あ
る
。

　
陳
西
、
河
南
を
中
心
と
す
る
華
北
の
後
玉
代
の
井
戸
は
井
架
に
滑

車
を
つ
け
、
そ
の
上
に
滑
車
を
の
せ
て
い
る
。
井
戸
の
な
か
に
は
方
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漢代明器泥象と生活様式（隅崎）
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形
の
も
の
・
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
円
形
の
井
筒
で
、
そ
の
上
部
の

井
桁
は
円
形
、
た
ま
に
文
字
通
り
三
三
形
に
く
ん
で
い
る
。
い
ま
井

架
お
よ
び
滑
車
の
あ
る
井
戸
の
明
器
の
分
布
を
み
る
と
河
南
、
陳
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
中
心
に
甘
粛
、
四
川
、
河
北
、
山
東
、
安
徽
、
北
鮮
（
樂
浪
郡
）
を

は
じ
め
、
中
国
北
部
に
多
く
、
長
沙
斗
出
神
は
そ
の
南
限
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
　
　
　
⑳

こ
れ
に
対
し
井
架
、
滑
車
を
欠
く
も
の
は
安
徽
、
漸
江
、
江
西
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

り
、
湖
爾
、
広
東
、
広
西
お
よ
び
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
北
部
で
は
こ
れ
に
井

亭
を
お
い
た
も
の
が
出
土
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
井
戸
の
形
式
は
実
際
の
遺
構
の
調
査
に
よ
っ
て
さ
ら
に

く
わ
し
く
た
し
か
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
か
か
る
形
式
の
相
違
は

や
は
り
中
国
自
然
の
南
北
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
あ
ろ
う
。

　
中
国
北
部
で
は
一
般
に
井
戸
が
深
く
、
滑
車
を
用
い
な
け
れ
ば
、

十
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
深
さ
で
は
く
む
に
も
困
難
で
あ
る
。
し
か
し

南
方
で
は
比
較
的
あ
さ
い
の
で
必
ず
し
も
こ
れ
を
必
要
と
せ
ず
、
む

し
ろ
爾
を
し
の
ぐ
た
め
に
屋
根
を
お
き
、
小
亭
の
下
に
井
戸
を
お
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
長
沙
は
中
国
中
部
よ
り
南
部
の
系
列
に
属
し
な
が

ら
竜
猪
圏
な
ど
に
も
み
る
よ
う
に
、
北
方
形
式
の
も
の
竜
混
在
し
、

両
地
域
の
交
錨
し
た
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

①
　
『
長
沙
発
掘
報
告
』
一
〇
一
頁
。

②
　
『
同
上
』
　
一
三
二
二
。

③
脚
、
交
物
参
考
資
料
』
一
九
五
六
年
第
一
期
。

④
　
　
『
謳
喝
古
職
麗
認
』
　
一
九
｝
五
由
ハ
年
第
四
期
。

⑤
『
考
古
学
報
』
一
九
五
七
年
第
一
期
、
図
版
二
。

⑥
『
文
物
参
考
資
料
』
｝
九
五
五
年
第
八
期
。

⑦
『
同
上
』
一
九
五
八
年
第
四
捌
。

⑧
　
『
考
古
逓
舐
』
一
九
五
六
年
銘
四
期
。

⑨
『
考
古
通
訊
』
一
九
五
八
年
第
二
期
、
四
八
頁
。

⑩
『
交
物
参
考
資
料
』
一
九
五
六
年
第
二
期
、
七
五
頁
。

⑪
た
と
え
ば
山
東
省
折
論
詰
の
蘭
像
へ
石
に
み
え
る
。
こ
れ
は
井
曲
朱
、
滑
…
車
を

有
す
る
。
曾
昭
橘
・
“
將
宝
庚
、
黎
忠
義
『
、
訴
南
古
画
像
石
墓
発
掘
報
告
』

　
一
九
五
口
上
年
、
　
図
版
閃
㍗
九
。

＠
遼
寧
遼
陽
石
榔
墓
壁
繭
に
み
る
も
の
は
井
架
、
滑
車
を
も
つ
て
い
る
。

　
李
文
信
「
遼
陽
発
現
的
三
座
壁
画
古
手
」
（
『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
五

　
第
五
期
）
三
三
頁
、
し
か
し
別
の
基
よ
り
井
架
を
か
く
形
式
の
陶
井
が
で

　
て
い
る
。

⑫
中
繭
科
学
院
考
古
研
究
所
浴
陽
発
掘
隊
「
洛
陽
口
蓋
古
文
化
遣
祉
及
漢

慕
」
（
『
考
古
巌
†
報
』
　
一
九
五
轟
ハ
年
第
一
納
期
）
二
四
【
買
。

⑭
　
『
全
国
灘
本
建
設
図
録
』
圏
版
第
一
五
二
。

⑯
　
　
『
三
士
H
蝉
†
報
』
　
一
九
五
六
年
坤
弟
四
期
、
　
二
六
頁
6

⑯
第
六
図
に
あ
げ
た
蘭
州
七
里
河
の
井
は
筆
者
の
陳
西
省
博
物
館
で
み
た

も
の
で
あ
る
。
甘
粛
省
武
威
県
門
家
城
三
号
墓
か
ら
も
陶
井
が
で
て
い
る
。

た
だ
し
こ
れ
に
は
井
架
は
な
い
。
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漢代明器泥象と生活様式（岡綺）

　
甘
粛
省
丈
物
管
理
委
員
会
「
蒲
新
鉄
路
武
威
i
永
畠
沿
綾
工
地
古
墓
清
眼

　
概
況
」
（
『
文
物
参
考
資
料
』
　
一
九
五
六
年
第
六
期
）
閥
○
頁
。

⑰
四
川
省
文
物
管
理
委
員
会
「
成
都
東
北
郊
西
漢
墓
葬
発
掘
簡
報
」
（
鱗
、
考

　
古
通
訊
』
一
九
五
六
年
第
二
期
）
二
〇
頁
。

⑱
駒
井
和
風
「
艶
陽
発
見
の
漢
代
墳
墓
偏
こ
こ
で
は
鞄
を
半
識
し
た
も
の

　
を
つ
る
べ
と
し
て
い
る
。

⑲
『
考
古
学
報
』
一
九
五
七
年
第
一
期
。

⑳
　
『
全
山
董
本
建
設
園
録
』
図
版
第
一
九
、
河
北
塾
都
東
山
出
土
。

⑳
安
徽
雀
博
物
館
欝
備
血
清
理
小
組
「
食
込
西
郊
鳥
亀
轍
古
墓
清
建
碑
報
」

　
（
購
、
轟
二
物
魂
少
考
資
料
』
　
一
九
五
山
ハ
年
第
二
網
期
）
　
四
八
百
ハ
。

⑳
関
野
頁
「
楽
浪
郡
時
代
の
遣
蹟
」
図
版
下
冊

⑳
　
『
全
国
基
本
建
設
図
録
』
図
版
第
一
二
一
、
安
三
二
県
出
土
。

⑳
薦
信
書
「
杭
州
西
郊
古
蕩
鎮
東
漢
墓
溶
理
」
（
『
考
古
通
舐
』
一
九
五
七

　
年
第
五
期
）
七
五
頁
。

⑳
　
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
北
部
の
も
の
は
井
戸
枠
は
あ
さ
い
。
こ
れ
に
井
亭
を
架
し

　
た
も
の
は
、
ト
ン
キ
ソ
州
の
パ
ク
ニ
ン
（
一
W
勲
O
」
β
一
昌
け
）
”
　
ニ
ヴ
ェ
　
（
瓢
σ
q
ぽ
－

＜
⑪
）
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ρ
周
鍵
あ
⑬
…
ぴ
凱
●
＜
O
ピ
H
押
勺
ド
日
伊

屋
根
を
支
え
る
添
柱
は
最
近
の
復
原
で
あ
る
。

⑳
伊
藤
清
司
「
漢
の
井
戸
一
井
壁
の
構
築
技
術
を
中
心
に
一
」
は
技
量
の

　
立
場
か
ら
整
理
し
た
好
論
文
で
あ
る
。

　六
　
紙
（
か
ま
ど
）

（蛙
は
現
在
中
国
で

「
寵
」
の
略
字
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、

便
宜
上
こ
の
字
で
記
述
を
す
す
め
る
。

　
長
沙
で
は
前
漢
後
期
と
お
も
わ
れ
る
二
〇
三
号
墓
、
四
〇
一
考
墓

（
木
榔
墓
）
か
ら
で
て
い
る
。
前
者
は
長
方
形
の
か
ま
ど
の
一
方
に
獣

頭
の
煙
突
、
一
方
に
た
き
口
を
つ
け
た
も
の
で
、
上
に
二
孔
を
う
が

つ
。
大
き
い
方
に
は
一
釜
一
甑
を
お
き
、
小
さ
い
方
に
は
一
小
門
を

お
い
て
い
る
。
焚
口
の
上
部
に
ひ
さ
し
が
あ
る
。
四
〇
一
号
の
も
の

も
ほ
ぼ
同
巧
で
、
た
だ
こ
の
方
は
焚
口
に
ひ
さ
し
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
後
漢
代
に
入
る
と
お
竜
わ
れ
る
二
六
二
号
墓
出
土
の
竜
の
は
北
京

の
中
圏
科
学
院
考
古
研
究
所
で
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
長
方

形
の
吐
の
上
に
三
孔
が
あ
る
が
、
上
に
お
か
れ
た
乳
癌
は
失
わ
れ
て

い
る
。
た
き
口
の
底
部
に
縁
が
の
び
て
い
て
、
　
上
に
一
人
物
（
桶
）

が
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
。
長
沙
の
博
物
館
に
は
や
は
り
三
徳
の
壮
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
二
つ
に
は
釜
甑
を
一
つ
に
は
釜
を
の
せ
、
た
き
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
は
儒
が
火
を
た
い
て
い
る
。
五
区
画
楊
家
山
の
も
の
は
無
燈
、
い

ま
釜
甑
を
か
く
が
、
や
は
り
焚
口
に
桶
が
立
っ
て
い
る
。
長
方
形
で
、

焚
口
の
前
に
縁
が
あ
る
式
の
も
の
は
長
沙
、
来
陽
、
広
州
、
貴
梁
に

よ
く
み
る
形
式
で
あ
る
。

　
長
沙
の
博
物
館
に
あ
る
一
例
に
、
魅
の
奥
に
壁
を
あ
ら
わ
し
、
そ

れ
に
マ
ナ
板
や
鉤
な
ど
を
か
け
た
も
の
が
あ
る
。
瞳
孔
に
そ
れ
ぞ
れ
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釜
甑
を
お
く
。
魅
に
は
緑
瓢
を
か
け
て
い
る
が
、
中
国
北
部
に
み
る

も
の
と
形
式
を
一
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
沙
羅
橋
F
・
M
一
号
墓
の
も
の
は
断
颪
が
カ
マ
ボ
コ
状
を
な
す
点
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

南
京
附
近
の
呉
代
の
墓
か
ら
出
る
も
の
に
近
い
。
上
は
二
塁
、
一
如

に
釜
、
一
席
に
早
事
を
の
せ
、
た
き
口
も
断
面
が
カ
マ
ボ
コ
状
で
あ

る
。
こ
の
形
式
の
竜
の
は
湖
南
省
文
物
管
理
委
員
会
所
蔵
の
竜
の
に

も
あ
り
、
こ
れ
で
は
煙
笑
が
前
方
に
く
ち
ば
し
の
よ
う
に
の
び
て
い

る
。
こ
れ
は
プ
ラ
ン
お
よ
び
断
面
が
長
方
形
を
な
す
形
式
の
も
の
に

く
ら
べ
て
時
代
の
下
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
形
式
に
ち
か
い

　
　
　
　
　
⑥

も
の
で
越
州
窯
の
小
形
品
が
荘
園
二
五
号
墓
よ
り
出
て
い
て
、
六
朝

　
　
　
　
　
⑦

代
に
下
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
来
陽
西
郊
一
号
墓
で
は
長
方
形
、
二
孔
、
そ
れ
ぞ
れ
釜
を
の
せ
る
。

焚
口
の
前
に
一
塁
と
犬
が
い
る
。
来
花
蛍
二
号
墓
も
長
方
形
、
二
孔
、

そ
れ
ぞ
れ
一
群
一
甑
、
一
釜
を
の
せ
、
た
き
口
の
前
に
一
桶
が
う
ず

く
ま
り
、
前
者
と
ほ
ぼ
同
巧
で
あ
る
。
主
面
は
完
形
品
は
な
い
が
、

い
ま
残
存
す
る
も
の
か
ら
み
る
と
、
焚
口
の
前
に
縁
の
あ
っ
た
こ
と
、

釜
の
か
か
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
広
州
出
土
の
陶
製
壮
も
長
沙
、
束
陽
と
軌
を
一
に
し
た
も
の
が
多

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

い
。
龍
生
岡
四
三
号
墓
は
、
長
方
形
、
上
の
三
孔
に
そ
れ
ぞ
れ
三
釜

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

を
お
く
。
東
山
中
身
岡
二
簿
墓
の
も
の
は
二
孔
、
う
え
に
一
画
、
一

釜
一
甑
を
お
く
。
こ
れ
は
左
右
に
朱
墨
お
よ
び
玄
武
が
陰
刻
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

い
る
。
樹
帯
墓
出
土
の
も
の
で
は
東
山
里
山
横
路
の
も
の
は
直
方
形
、

鴎
孔
で
あ
る
が
、
上
に
釜
甑
を
お
く
。
た
き
口
の
前
に
一
襲
あ
り
、

腰
を
か
が
め
て
、
内
部
を
の
ぞ
き
火
で
た
く
姿
を
と
っ
て
い
る
。
小

　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

蟹
岡
工
八
号
墓
の
も
の
は
長
方
形
三
軍
。
東
郊
十
九
路
盤
出
土
の
も

の
は
前
部
の
煙
突
部
は
く
ち
ば
し
状
に
の
び
て
い
る
。
上
に
は
三
々
、

そ
れ
ぞ
れ
蓋
つ
き
の
釜
甑
を
お
き
、
最
後
の
釜
の
中
に
「
肩
甲
魚
状

物
」
が
あ
る
と
い
う
。
魅
の
両
脇
に
そ
れ
ぞ
れ
紳
霊
つ
き
の
水
が
め
が

っ
く
。
肚
の
門
外
に
は
右
に
は
犬
、
左
に
は
一
炬
が
あ
る
。
魅
内
に

は
柴
薪
が
あ
り
、
右
辺
の
水
が
め
の
労
に
は
一
粟
が
脆
い
て
い
る
。

左
辺
の
水
が
め
と
燈
の
前
の
つ
い
た
て
に
は
ね
ず
み
が
一
匹
、
食
物

を
ね
ら
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
に
の
べ
た
形
式
が
非
常
に
装
飾
化
さ

れ
た
も
の
で
、
前
方
部
が
と
が
る
と
い
う
新
し
い
特
色
を
も
つ
て
い

る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
⑪

　
貴
県
の
波
井
嶺
（
編
号
五
五
、
貴
総
M
O
二
六
）
で
は
長
方
形
の
姓
の

上
に
二
釜
が
の
り
、
そ
の
一
つ
に
は
甑
を
の
せ
て
お
り
、
た
き
口
に

　
　
　
　
　
　
　
⑮

一
儒
が
い
る
。
島
井
嶺
三
六
号
墓
で
は
誌
上
に
二
釜
あ
り
、
姓
の
外

左
側
に
一
水
か
め
あ
り
、
一
人
が
霞
水
を
す
る
状
を
な
し
そ
の
対
面
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網代明器泥象と生活様式（陶崎）

に
犬
が
い
る
。
ま
た
蛙
図
上
に
虎
が
え
が
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
貴

県
出
土
の
竜
の
に
断
面
カ
マ
ボ
コ
形
の
時
代
の
や
や
下
る
と
お
も
わ

れ
る
も
の
も
ふ
く
ん
で
い
る
が
、
一
九
五
五
年
五
月
ま
で
に
計
七
二

⑬件
（
前
漢
六
件
、
東
漢
六
十
六
件
）
を
か
ぞ
え
た
と
い
っ
て
い
る
。

　
漢
代
陶
製
の
蛙
は
陳
西
、
河
南
を
は
じ
め
、
甘
粛
、
四
川
、
山
東
、

遼
寧
、
平
壌
附
近
、
江
蘇
、
漸
江
、
を
は
じ
め
中
國
各
地
に
分
布

し
、
そ
の
形
式
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
陳
西
省
で
は
長
方
形
、
馬

蹄
形
の
も
の
が
あ
り
、
上
に
博
文
を
型
押
し
し
て
、
も
と
も
と
博
で

き
ず
い
た
竜
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
炬
の
形
式
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
地
方
差
が
あ
る
が
、
そ
の
孔
に
釜
を
の
せ
、
甑
を
お
く
い

わ
ゆ
る
釜
甑
の
組
合
せ
を
と
る
こ
と
は
各
地
域
を
通
ず
る
共
通
の
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

色
で
あ
る
こ
と
を
筆
者
は
か
つ
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
苗
代

で
は
釜
が
金
属
製
晶
こ
と
に
鉄
製
晶
と
な
る
が
、
上
の
甑
の
部
分
は

土
器
を
通
例
と
し
、
そ
の
底
に
孔
を
う
が
ち
、
こ
れ
を
釜
の
上
に
お

く
。
そ
の
た
め
必
然
的
に
釜
の
口
は
せ
ば
ま
り
、
そ
の
底
は
円
く
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
先
に
漢
代
の
姓
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
こ
ろ
は
、

い
ま
だ
中
国
本
土
に
お
け
る
発
掘
例
も
少
く
、
わ
ず
か
に
挾
西
乙
子

難
落
着
東
の
漢
墓
の
発
掘
例
を
資
料
と
し
て
あ
げ
た
の
で
あ
る
が
、

近
年
の
調
査
に
よ
っ
て
次
第
に
そ
の
例
を
ま
し
、
私
共
が
中
国
の
博

物
館
を
見
学
し
た
時
・
も
、
多
…
数
の
出
土
例
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来

た
。
ま
た
土
釜
そ
の
も
の
竜
出
土
例
を
加
え
、

　
陳
西
省
西
安
市
那
城
馬
路
九
号
墓
（
『
考
吉
通
訊
』
　
～
九
五
八
年
第
七
期
）

　
〃
　
　
宝
燈
県
李
家
崖
十
七
簿
墓
（
『
考
古
通
言
』
｝
九
五
五
年
第
二
期
）

　
河
南
省
洛
陽
市
澗
西
（
考
古
研
究
所
洛
陽
分
室
所
見
）

　
四
川
省
重
慶
・
江
北
・
相
国
寺
（
文
物
参
考
資
料
一
九
五
五
年
箪
三
期
）

　
漸
江
省
杭
州
野
老
和
山
（
漸
江
省
博
物
館
所
見
）

　
〃
　
　
毎
回
　
　
　
　
（
同
　
　
　
　
　
右
）

な
ど
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
鋳
造
晶
で
、
宝
難
、
洛
陽
、

重
慶
江
北
で
は
上
に
甑
（
土
鼓
）
を
お
い
て
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
実
用
に
た
え
う
る
も
の
で
、
蛙
の
明
器
と
と
も
に
そ

の
ま
ま
心
血
せ
ら
れ
た
も
の
ど
考
え
ら
れ
る
。

　
か
か
る
鉄
釜
を
も
つ
た
か
ま
ど
の
方
式
は
次
第
に
長
沙
よ
り
南
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

に
竜
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
貴
県
で
は
三
春
が
五
件
（
前
漢
一
件

後
漢
四
件
）
で
て
い
て
、
後
漢
の
も
の
は
前
漢
の
も
の
に
比
し
て
器
形

が
大
き
い
と
い
う
。
そ
の
形
式
を
み
る
と
口
が
せ
ば
ま
っ
た
先
に
の

べ
た
華
北
の
出
土
例
と
全
く
一
致
し
て
い
る
。
近
年
四
川
省
成
都
市

　
　
　
　
　
⑲

近
郊
の
前
漢
墓
で
両
耳
の
つ
い
た
賞
勲
が
で
た
。
こ
れ
は
上
に
さ
ら

に
両
耳
の
つ
い
た
銅
甑
を
お
き
、
鉄
製
の
三
脚
の
上
に
お
い
た
も
の
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も
あ
っ
た
ら
し
い
。
か
か
る
形
式
の
電
導
は
貴
州
省
平
蠣
、
広
西
省

　
　
⑳

貴
誌
か
ら
も
で
て
い
て
、
前
者
で
は
鉄
製
四
脚
の
上
に
の
せ
て
い
る
。

成
都
で
は
こ
れ
と
同
形
式
の
両
耳
鉄
製
釜
が
出
て
い
る
。
長
沙
の
容

⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

園
で
は
鉄
製
三
脚
と
銅
釜
が
、
長
沙
C
・
M
九
号
墓
は
鉄
製
三
脚
の

上
に
陶
甑
を
の
せ
た
鉄
釜
を
お
い
て
い
る
。
か
か
る
鉄
製
一
二
脚
を
も

っ
た
も
の
を
四
川
、
湖
南
、
貴
州
省
に
み
る
こ
と
は
興
味
が
あ
る
。

鉄
製
釜
の
普
及
の
前
に
銅
製
釜
が
も
ち
い
ら
れ
、
し
だ
い
に
鉄
製
釜

に
か
わ
る
。
こ
と
に
華
北
形
式
の
鉄
釜
の
南
下
と
と
も
に
急
激
に
鉄

製
品
を
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
長
沙
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
の
壮

の
明
器
の
上
に
お
か
れ
た
釜
も
口
の
せ
ば
ま
っ
た
華
北
形
式
の
鉄
釜

を
う
つ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
六
朝
代
に
入
る
と
長
沙
な
ど
で
は
南
京
な
ど
に
み
る
形
式
の
も
の

が
あ
り
、
ま
た
鍋
形
式
の
も
の
が
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
変
化
が
み
と

め
ら
れ
る
。
し
か
し
前
漢
後
期
よ
り
後
漢
代
に
か
け
て
、
蛙
に
鋳
造

の
鉄
製
釜
を
用
い
る
漢
代
中
原
に
み
る
炊
さ
ん
方
式
が
長
沙
を
は
じ

め
と
す
る
拠
点
に
急
激
に
侵
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

④
『
長
沙
発
掘
報
告
』

②
　
『
同
　
　
　
　
上
』

③
『
文
物
参
考
資
料
』

一
〇
〇
頁
。

一一

O
二
頁
。

一
九
五
山
ハ
年
第
二
湘
期
、

七
四
頁
。

④
　
『
考
古
学
報
』
　
一
九
五
七
年
第
四
期
。

⑤
た
と
え
ば
南
京
西
善
橋
嫁
墓
は
代
表
的
な
例
で
あ
る
、
こ
こ
で
は
「
大

　
泉
五
百
」
　
「
大
療
当
千
」
銭
が
で
て
い
て
、
穴
朝
初
期
の
も
の
と
み
と
め

　
ら
れ
．
⇔
。
胡
継
高
「
記
南
京
西
詩
匿
穴
三
盛
墓
酌
清
理
」
（
『
文
物
参
考
資

　
料
』
一
九
五
四
年
第
十
二
期
）
七
五
頁
。

⑥
漸
江
省
紹
翼
出
土
の
も
の
で
、
先
が
と
が
り
、
釜
既
を
お
き
青
鷺
を
か

　
け
た
も
の
が
あ
る
。
長
沙
に
も
こ
の
形
の
も
の
が
あ
る
。

　
將
玄
治
、
秦
明
之
編
「
中
国
二
三
的
発
明
（
『
紹
興
嵐
土
古
陶
釜
研
究
』
と

　
九
五
｛
ハ
年
、
　
二
　
一
。

⑦
周
世
栄
「
長
沙
容
雨
垂
漢
六
朝
、
附
唐
、
宋
墓
清
理
簡
報
」
（
『
考
古
通

　
訊
』
一
九
五
八
年
第
五
期
）
　
一
四
頁
。

⑧
『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
六
年
鎗
一
期
。

⑨
　
『
考
古
学
報
』
一
九
五
七
年
第
一
期
。

⑩
『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
八
年
第
四
期
。

＠
　
　
『
考
古
通
訊
』
　
一
九
心
血
四
二
年
第
四
紀
川
。

＠
　
　
『
あ
二
物
参
考
資
料
』
　
一
九
五
山
一
年
第
五
欄
M
。

⑬
　
　
『
交
物
参
考
跳
以
料
』
　
一
九
五
五
年
第
山
ハ
翻
川
。

⑭
　
『
考
古
逓
訊
』
一
九
五
八
年
第
二
期
目

⑮
　
　
『
文
ρ
物
魚
形
考
鴨
貴
料
科
』
　
一
九
五
六
加
＋
第
二
川
期
。

⑯
『
考
古
学
報
』
一
九
五
七
年
第
一
期
。

⑰
岡
崎
「
中
繭
古
代
に
お
け
る
か
ま
ど
に
つ
い
て
－
釜
既
形
式
よ
り
鍋
形

式
へ
の
変
遷
を
中
心
と
し
て
一
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
第
十
四
巻
一
・
二

　
号
）
　
一
〇
ヨ
頁
。

⑲
　
『
考
古
学
報
』
一
九
五
七
年
第
一
期
。
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沼代明雛泥象と生海搬式（澗騎・）

⑨
四
贋
省
文
物
管
理
委
員
会
門
成
都
北
郊
町
家
磐
越
漢
墓
清
理
簡
報
」

　
（
『
考
古
通
訊
』
一
九
五
七
年
第
二
期
）
図
版
二
5

　
同
会
「
成
都
東
北
郊
西
漢
墓
葬
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
灘
訊
』
　
一
九
五
八
年

第
二
期
）
二
｝
頁
。

⑳
『
考
古
逓
訊
』
一
九
五
七
年
第
二
期
、
図
版
十
1

梁
友
仁
「
三
面
一
更
只
県
聯
兜
現
漢
墓
一
座
」
（
『
考
古
通
訊
』
　
一
九
一
血
⊥
十
年
第
四

期
）
三
九
頁
。

⑳
　
『
全
国
蓋
本
建
設
図
録
』
図
版
一
八
四
。

＠
　
『
考
古
学
報
』
～
九
五
七
年
第
四
捌
、
図
版
一
ニ
ー
0
。

五

　
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
と
こ
ろ
を
要
約
す
る
と
、
少
く
も
次
の
こ
と

は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
①
　
長
沙
、
広
州
、
貴
県
で
は
前
漢
代
に
問
様
に
滑
石
明
器
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。

　
②
　
長
沙
、
広
州
で
は
前
漢
後
期
の
木
榔
墓
に
銅
器
を
模
し
た
も

の
の
ほ
か
に
家
屋
、
…
二
階
、
井
、
蛙
な
ど
の
陶
製
明
器
の
セ
ッ
ト
が

採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
原
に
お
け
る
墓
葬
の
副
葬
品
の
セ
ッ

ト
の
規
定
を
そ
の
ま
ま
で
は
な
か
っ
た
が
、
い
ち
は
や
く
と
り
い
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
③
　
陶
器
も
し
く
は
陶
製
明
器
の
製
作
に
あ
た
り
、
長
沙
、
広
州

な
ど
で
は
印
文
陶
器
の
手
法
の
伝
統
を
否
定
し
が
た
い
。
ま
た
長
沙
、

広
州
の
前
漢
墓
で
は
三
遷
、
も
し
く
は
五
感
罐
と
い
う
特
色
の
あ
る

竜
の
が
共
通
し
て
出
て
い
る
。

　
㈹
　
長
沙
、
土
平
、
広
州
、
貴
誌
、
九
龍
の
後
襟
代
の
商
屋
、
倉
、

臨
、
井
、
蛙
は
そ
の
等
差
の
形
式
に
お
い
て
、
ま
た
組
合
せ
に
お
い

て
著
し
い
一
致
が
あ
る
。
こ
の
一
群
を
出
し
た
古
墓
に
、
広
東
で
は

建
初
五
年
の
紀
年
（
西
暦
八
○
年
）
の
あ
る
壇
墓
が
あ
り
、
木
榔
で
は

そ
れ
以
前
の
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
後
漢
前
期
に
す
で

に
そ
れ
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
⑤
　
こ
れ
ら
の
セ
ッ
ト
の
う
ち
函
や
壮
の
よ
う
に
も
と
も
と
そ
の

形
式
の
起
源
は
北
方
に
お
く
べ
き
も
の
が
あ
る
が
、
屋
、
倉
、
井
な

ど
の
形
式
は
、
中
国
南
部
、
湿
潤
地
帯
の
環
境
に
規
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
⑥
　
各
地
の
家
屋
、
倉
、
井
亭
に
い
た
る
ま
で
、
瓦
を
ふ
き
、
丸

瓦
を
の
せ
て
い
る
。
漢
代
に
は
漢
族
の
す
む
と
こ
ろ
瓦
の
普
及
し
た

こ
と
が
み
と
め
ら
れ
る
。

　
②
広
州
で
は
域
室
墓
の
入
口
に
あ
た
か
も
祠
堂
を
模
し
た
よ
う

な
陶
屋
を
お
い
た
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
墳
墓
の
奥
壁
壁
画
に
み
る
も

の
と
構
図
を
等
し
く
す
る
。
広
州
で
中
国
北
部
に
み
る
よ
う
な
詞
堂
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番
号 出土凹凹
（工）湖南省長沙

1．　　203丹；墓

2．　　244号墓

3．　　401号墓
4．　　262号墓

『5，五家嶺楊家公山墓1

6．　lt　2
（瓦）湖南省来旨

1．1　郊1号墓
2。束：花営1暦；墓

3．　〃5丹墓
4．　　　　　　〃　　15号　　墓

5．花　石　拗
（1匡）　香港了1了プL育匿

（w）広東省広州

1，皇帝岡1号墓
2．横枝岡4号墓
3．　〃　1号墓
4．　　皇　神F　岡　42　号墓

5．　　音巨　生　岡　43　号差蓋

6．南石頭2号墓
7．　　辮H　　　岡　 4　号墓

8。　象欄岡2号墓

9．　　紅　IE　麟　29　号墓

10．東山立山横跳

11●小蟹岡28琴墓

12．　東郊19路軍彗箋重易

13．猫　児　圏
（v）広西省貴県

1．新牛嶺4丹墓
・．汝井嶺㈲25穂

3。　　　　ノノ　　36　号　　剛

構

造

明　器　の　種　類
屋 倉 国 井蛙

猪
瀾 動物

のぞ
他

聞　 考

禰
　
鼎
蘇

◎
　
◎
五

磯
瑚
御
器
釧
　
蟹
湘
鑑
鍵
礁
脇
蝦

　
鋤

調釧
剣

船
車

⑳
⑧

船⑪

琴
船

⑭
⑱

鶏
綴
鴨
磯
船

馬⑰

犬○

豚
　
　
犬
鶏
犬
　
　
豚
犬
牛
羊
牛
羊
鶏

㊥
　
　
㊧
⑳
　
　
○
○
　
○

馬
丁
鶏

○

㊥

○

⑱
㊥
　
　
○
○

○

○

○
○

○
○
○

○
　

○
○
○
○

○
○
○

○
　

○
○
○
○
○
　
○
○
○
　
○
○
○
○

○

○

○
○
○
　
　
○
　
⑧
　
○
　

○
○
○
○
○
　
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
　
○
○

O

○

○
○
　
○

○
○
　
○
　
㊥
◎
　
○
○
　
　
○
○
　
○
○
○

○

　
こ
　
　
　
　
　
　

ユ
　
こ
　
　
　
き
　
　
　
き

○
○
○
　
　
○
○
　
○
○
○

⑭

a
　
b
　
b

O
O
O
O
O

○
　
○
　
　
O
O

ヨ○

繍
〃
〃
〃
撃
髄
〃
〃
〃
髄

榔　
〃
　
〃

木

〃
　

〃
　
〃
　
〃
　
〃
　

〃

室
　
〃
　
11

@
〃

坑
坑
室

土
土
壌

◎扁壷，壁

◎鼎，炉
口細，銀印「劉驕」

五鉄，銅印「田年」

五鎌
MilSfl

五鎌埋土中に鉄
器

多くの墓より田土

漆：耳杯

五釧…，大泉五十
：五鉄

◎方盈，五鉄，大
泉五十，貨泉

五鉄

建初5年（80A。D．）簿

半円方形帯神獣鏡
型崩1陶器

註　○陶　⑧木　◎滑石製品　　Oa　Ob猛二つき薬量（一層，二層）
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漢代明器泥象と生活駿式（岡崎）

を
祭
っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
⑧
蛙
の
形
式
は
上
に
陶
製
の
甑
、
鉄
製
の
釜
を
の
せ
る
も
の
で

華
北
の
形
式
を
う
け
て
い
る
。
こ
と
に
鉄
製
釜
の
普
及
を
み
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　
⑨
　
以
上
の
べ
た
セ
ッ
ト
が
各
地
に
共
通
し
て
出
る
こ
と
は
、
そ

れ
が
一
坐
で
つ
く
ら
れ
て
、
各
地
に
配
給
さ
れ
た
も
の
か
、
ま
た
各

地
で
そ
れ
ぞ
れ
つ
く
ら
れ
た
も
の
か
検
討
を
要
す
る
。
し
か
し
陶
製

品
製
作
は
土
器
製
作
の
技
術
に
つ
な
が
り
、
塾
代
の
銅
器
、
鏡
、
漆

器
が
高
度
の
工
芸
品
と
し
て
、
製
作
地
が
限
ら
れ
た
の
に
対
し
、
よ

り
一
般
的
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
製
作
さ
れ
た
可
能
性
は
み

と
め
て
よ
い
と
お
竜
わ
れ
る
。

　
⑩
　
長
沙
は
猪
圏
、
井
な
ど
に
み
る
よ
う
に
北
方
的
形
式
の
も
の

を
ま
じ
え
て
い
る
。
こ
の
点
華
北
と
華
南
を
む
す
ぶ
中
間
地
域
で
あ

る
性
格
を
ま
ぬ
が
れ
ぬ
。
し
か
し
長
沙
、
束
陽
、
広
州
、
禽
龍
、
貴

県
に
共
通
す
る
南
方
的
な
形
式
の
存
在
は
、
無
代
す
く
な
く
も
後
樋

代
の
長
沙
、
桂
陽
、
南
海
、
僅
林
の
各
郡
の
官
僚
豪
族
の
生
活
が
ち

か
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
土
地
に
適
応
さ
せ
た
新
し
い
生
活
様
式
が

つ
く
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
み
と
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

山A

　
戦
国
時
代
の
漢
族
の
舞
台
に
お
い
て
長
沙
は
ま
さ
に
そ
の
南
限
で

あ
っ
た
。
楚
や
秦
は
こ
こ
を
通
じ
て
南
海
と
の
交
渉
を
行
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
秦
の
始
皇
帝
は
そ
の
三
十
三
年
（
前
二
一
四
年
）
南
下
の
師

を
す
す
め
、
桂
林
、
南
海
、
象
の
王
郡
を
お
き
、
玉
入
を
う
つ
し
て

購
入
と
攣
り
す
ま
し
め
た
。
高
帝
の
時
、
呉
茜
を
封
じ
て
王
国
と
し

た
の
も
、
か
か
る
重
要
性
を
み
・
と
め
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。
広
州
で

は
趙
佗
が
独
立
し
て
南
魔
王
を
と
な
え
た
が
、
高
説
の
時
、
有
司
が

奏
し
て
爾
越
に
鉄
器
を
う
る
の
を
禁
じ
た
。
佗
は
「
高
層
の
時
は
物

は
通
じ
た
の
に
、
い
ま
高
盾
は
議
臣
の
言
を
き
き
、
蛮
夷
を
別
異
し
、

器
物
を
隔
絶
し
た
。
お
も
う
に
こ
れ
長
沙
王
の
計
で
あ
ろ
う
。
き
っ

と
中
国
に
椅
っ
て
南
越
を
ほ
ろ
ぼ
し
て
王
と
な
り
自
分
の
功
と
す
る

の
で
あ
ろ
う
」
と
、
自
ら
南
越
の
武
帝
と
な
の
っ
て
兵
を
発
し
て
長

沙
の
辺
邑
を
攻
め
、
数
県
を
破
っ
て
去
っ
た
。
こ
の
た
め
高
潔
は
将

軍
隆
慮
侯
竈
を
つ
か
わ
し
た
が
、
暑
湿
に
会
い
士
卒
大
い
に
疫
み
、

兵
は
陽
山
嶺
（
広
東
省
陽
山
県
）
を
こ
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
。
こ
れ
は
北
方
勲
位
に
対
し
て
行
わ
れ
た
鉄
の
禁
輸
政
策
が
爾

越
に
竜
行
わ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
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前
漢
代
に
お
い
て
も
鉄
官
の
分
布
は
潅
水
以
北
の
華
北
に
集
中
し
、

楊
子
江
流
域
で
は
蜀
に
三
個
所
、
鄙
陽
湖
よ
り
下
流
江
北
に
四
個
所

を
か
ぞ
え
る
に
す
ぎ
ず
、
湖
北
、
湖
南
以
爾
は
こ
れ
を
み
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
鉄
官
の
分
布
の
み
か
ら
は
、
南
方
に
は
当
時
鉄
を
産
し

な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
鉄
の
大
部
分
は
華
北
か
ら
来
り
、
長

沙
を
通
じ
て
南
へ
お
く
ら
れ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
広
州
に
本
拠
を
お
く
南
越
は
そ
の
継
嗣
問
題
の
紛
糾
か
ら
建

徳
の
時
、
漢
朝
に
叛
い
た
。
犀
潟
五
年
（
前
一
一
二
年
）
武
闘
は
大
軍

を
発
し
、
翌
年
番
禺
（
広
州
）
が
陥
落
し
た
。
　
こ
の
時
の
竜
よ
う
は

『
史
記
』
列
伝
五
十
三
に
く
わ
し
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
罪
人
お
よ

び
江
准
以
南
の
楼
船
十
万
師
が
こ
れ
に
従
っ
た
と
い
う
。
そ
の
径
路

は　
ω
路
博
徳
（
熱
波
将
軍
）

　
　
　
「
桂
陽
（
湖
南
省
郡
）
を
出
て
、
殴
水
を
下
る
」

　
②
田
畠
（
主
爵
都
尉
一
楼
船
将
軍
）

　
　
　
「
予
章
（
江
西
省
南
愚
）
を
出
て
三
浦
（
江
西
省
大
，
山
県
）
に
下
る
。

　
㈲
故
帰
義
俣
（
父
船
下
属
将
軍
）

　
　
　
「
三
三
を
出
で
、
離
水
（
三
江
）
を
下
り
、
或
い
は
蒼
梧
（
広
西
省
蒼

　
　
籍
漿
）
に
至
る
。
」

　
㈲
馳
干
割
（
巴
蜀
罪
人
に
よ
り
、
夜
郎
の
兵
を
発
す
）
「
鮮
桐
江
を
下
る
」

こ
の
内
①
の
コ
：
ス
は
韓
水
を
南
下
し
、
北
江
に
出
た
も
の
。
働
の

コ
ー
ス
は
神
水
を
下
蟄
、
北
江
に
出
る
も
の
で
、
長
沙
、
来
陽
、
桂

陽
、
番
禺
の
最
短
距
離
で
、
現
在
の
喜
漢
線
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

⑧
、
㈲
は
越
よ
り
降
っ
た
人
女
を
用
い
て
お
り
、
ル
ー
ト
か
ら
い
っ

て
も
q
ゆ
働
が
主
力
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
水
路
を
と
り

す
べ
て
番
濁
に
あ
つ
ま
る
の
で
あ
る
。
南
越
の
平
定
後
、
南
海
、
蒼
梧
、

諺
林
一
、
合
浦
、
珠
崖
の
六
郡
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
北
部
で
は
交
防
（
ト
ソ

キ
ソ
・
デ
ル
タ
）
、
九
真
（
タ
ン
ホ
ア
付
近
）
の
二
郡
が
お
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
北
方
の
罪
人
は
も
と
よ
り
江
准
以

南
の
楼
船
の
師
に
し
た
が
っ
た
人
々
が
す
み
つ
く
こ
と
が
多
く
、
な

か
に
も
、
長
沙
、
桂
陽
、
零
陵
、
憲
章
の
人
面
が
こ
と
に
多
か
っ
た

こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
。
武
帝
の
エ
キ
ス
ペ
デ
ィ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

。
ン
は
ま
ず
鉄
製
の
武
器
に
身
を
か
た
め
た
漢
族
南
下
の
大
き
な
波

と
い
っ
て
よ
い
。
広
掘
川
は
雷
藩
ズ
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
な
り
、
象
ザ
オ
、
犀
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

角
、
た
い
ま
い
、
珠
磯
を
は
じ
め
南
海
の
物
産
は
直
接
こ
こ
を
通
じ

て
漢
帝
国
に
な
が
れ
こ
む
こ
と
に
な
っ
た
。
漢
書
地
理
志
楚
に
「

往
い
て
商
賀
す
る
者
、
　
多
く
富
を
と
る
。
　
三
三
も
そ
の
一
都
会
な

り
」
と
の
べ
て
い
る
。

　
後
漢
は
漢
民
族
が
南
方
の
水
闘
地
帯
を
開
発
し
た
時
代
で
あ
る
。
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四
川
、
江
南
は
も
と
よ
り
再
び
華
南
に
も
口
が
そ
そ
が
れ
た
。

　
漢
族
は
河
川
の
流
域
や
海
岸
の
要
地
な
ど
に
す
み
つ
き
、
土
地
を

開
拓
し
た
が
、
当
然
従
来
い
た
民
族
　
（
現
在
の
言
葉
で
い
え
ば
少
数
艮

族
）
と
利
害
の
衝
突
し
た
場
合
が
少
く
な
か
っ
た
。
九
真
郡
に
い
た

越
族
は
後
漢
の
は
じ
め
漢
族
の
支
配
に
叛
乱
し
た
。
建
武
十
八
年

（
西
暦
四
二
年
）
光
武
帝
は
伏
波
将
軍
馬
援
を
つ
か
わ
し
、
長
沙
、
零

陵
、
桂
陽
、
蒼
悟
の
兵
を
も
つ
て
交
阯
を
う
っ
て
い
る
。
馬
鞭
は
合

浦
（
広
東
省
海
康
県
）
に
出
、
海
に
縁
っ
て
進
み
、
山
に
随
っ
て
道
を

ひ
ら
く
こ
と
干
余
里
、
浪
泊
の
戦
で
大
い
に
こ
れ
を
や
ぶ
っ
た
。
か

れ
は
す
ぎ
る
と
こ
ろ
を
郡
県
と
し
、
城
郭
を
治
め
、
渠
を
ひ
ら
い
て
、

灌
概
し
て
そ
の
民
を
利
す
と
っ
た
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
③

　
長
沙
の
ち
か
く
で
は
後
漢
の
初
め
武
陵
の
蛮
夷
は
と
く
に
さ
か
ん

で
、
建
武
工
十
三
年
（
西
暦
囲
七
年
）
に
は
武
威
将
軍
回
向
が
南
郡
、

長
沙
、
武
陵
の
兵
万
余
人
を
も
つ
て
攻
め
て
成
功
せ
ず
、
二
十
五
年

に
は
馬
立
ら
が
で
か
け
て
、
や
っ
と
こ
れ
を
降
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
湖
南
に
は
乱
立
蛮
、
立
中
蛮
、
長
沙
蛮
な
ど
が
後
漢
を
逓
じ
て
、

漢
族
と
た
た
か
っ
た
こ
と
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
湖
南
西
部
に

は
少
数
民
族
と
し
て
苗
族
が
す
ん
で
い
る
が
、
今
日
の
資
料
で
は
こ

れ
ら
の
蛮
族
が
何
族
に
あ
た
る
か
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
次
第
に

漢
族
に
よ
っ
て
山
中
に
お
い
こ
ま
れ
、
一
部
は
同
化
し
た
こ
と
は
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
貴
槻
木
鯨
幕
出
土
の
銅
鼓
は
漢
族
の
製
作
と

い
う
よ
り
、
む
し
ろ
蛮
族
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
広
西
省
中
部
の
山
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

帯
に
は
い
ま
竜
崎
族
や
僅
族
が
多
い
が
、
貴
県
の
開
拓
者
は
そ
の
郊

外
に
お
そ
ら
く
毎
泣
顔
を
あ
わ
せ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
馬
韓
の

時
代
と
は
ほ
ぼ
近
い
の
で
あ
る
が
、
か
れ
の
場
合
お
な
じ
く
獲
得
し

た
銅
鼓
を
と
を
く
洛
陽
に
屯
ち
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
①
宮
碕
市
定
「
支
那
の
鉄
に
つ
い
て
」
（
『
史
林
』
第
圏
○
巻
六
号
）
四
羅

　
三
頁
。

　
②
岡
綺
「
た
い
ま
い
を
通
じ
て
み
た
古
代
南
海
貿
易
扁
－
楽
浪
よ
り
南
海

　
ま
で
一
（
『
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
綱
立
二
十
五
逓
年
記
念
論
文
集
』
）

　
　
一
七
九
頁
。

　
③
長
沙
は
六
朝
以
降
で
も
「
長
沙
は
下
湿
に
し
て
、
丈
央
多
く
天
折
す
。

　
俗
に
鬼
を
信
じ
、
淫
祀
を
好
み
、
薩
を
重
し
て
室
を
つ
く
る
。
頗
る
越
の

　
風
を
維
う
」
（
『
湖
南
風
土
志
』
太
平
御
覧
「
百
七
十
～
所
双
）
と
っ
た
え

　
て
い
る
。

　
前
漢
、
後
漢
の
い
く
た
び
か
の
軍
隊
の
移
動
と
漢
族
の
移
住
、
郡

県
の
設
定
と
漢
文
化
の
侵
透
は
、
華
南
の
共
通
の
自
然
の
上
に
、
同

一
の
生
活
様
式
を
つ
く
り
だ
し
た
。
光
武
帝
の
時
、
桂
陽
太
守
衛
…
颯

が
束
陽
に
鉄
官
を
ひ
ら
い
た
こ
と
は
、
華
南
開
発
の
必
要
に
こ
た
え

た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
み
た
来
陽
の
漢
墓
も
ほ
ぼ
そ
の
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時
代
に
あ
て
う
る
の
で
あ
り
、
長
沙
、
広
州
、
九
龍
、
貴
県
の
も
の

と
同
一
の
内
容
を
も
つ
て
い
る
こ
と
も
偶
然
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
長
沙
を
は
じ
め
と
す
る
華
南
各
地
の
漢
墓
の
出
土
品
を

紹
介
し
そ
の
比
較
の
ス
ケ
ル
ツ
ォ
を
の
べ
た
が
、
こ
れ
ら
の
地
は
、

れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
そ
の
自
然
に
適
応
す
る
新
し
い
生
活
様

式
を
確
立
し
、
そ
の
中
に
漢
民
族
の
も
つ
鉄
と
農
業
の
文
化
を
侵
透

（230＞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
8

さ
せ
つ
つ
あ
る
姿
は
、
断
片
の
言
葉
に
耳
を
か
た
む
け
な
が
ら
屯
二

千
年
を
へ
て
、
い
ま
再
び
陽
光
を
あ
び
た
明
器
の
姿
の
中
に
も
く
み

と
れ
る
と
お
も
う
の
で
あ
る
。
　
（
一
九
五
九
年
一
月
）

漢
代
の
文
献
で
は
、
ま
さ
に
辺
境
を
か
た
る
断
片
の
言
葉
で
か
た
ら

｝ 　　optw　
嵐
玉
響
鋤
　
（
三
九
巻
）
　
鮪
弟
山
ハ
瞬
万
の
　
「
｝
刀
葉
嬢
耶
に
見

え
る
夜
の
船
鐵
偏
　
（
｛
六
八
頁
の
埋
草
）
を
大

変
興
味
深
く
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。

　
夜
の
船
出
と
瀬
戸
内
海
特
有
の
陸
風
海
風
と

を
関
遮
さ
せ
た
の
は
達
見
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
塾
照
津
の
歌
に
は
、
か
ね
て
か
ら
関
心

を
持
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
K
・
N
氏
の
御
説

の
蛇
足
と
な
り
ま
す
が
、
卑
見
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
一
九
五
六
・
一
〇
・
三
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
閏
　
芳
　
鶴

　
万
葉
集
巻
一
の
「
類
田
王
」
の
歌
、

　
「
焚
田
津
爾
船
乗
世
武
登
月
待
者
潮
型
可
奈

　
姥
沼
聖
者
許
芸
乞
榮
」

の
註
、

　
「
右
強
山
上
憶
想
大
夫
類
聚
歌
林
聞
。
飛
鳥

　
岡
本
宮
御
宇
天
皇
元
年
己
丑
九
年
丁
爾
十
二

　
月
己
巳
朔
壬
午
天
皇
大
后
幸
予
伊
曇
日
宮
。

　
後
岡
本
宮
織
宇
天
皇
七
年
辛
早
春
正
月
丁
酉

　
朔
壬
寅
御
船
而
征
野
就
農
海
路
。
寒
期
御
船

　
泊
子
伊
豫
焚
田
津
石
坪
行
宮
。
天
皇
御
覧
昔

　
日
猶
存
念
物
当
時
忽
起
感
愛
之
情
。
所
以
閣

　
製
歌
詠
為
之
哀
傷
也
。
即
金
悪
者
天
皇
御
製

　
焉
。
但
額
田
王
歌
筆
跡
有
四
首
。
扁

　
い
ま
、
右
の
註
か
ら
干
支
を
も
と
と
し
て
、

臼
付
を
も
と
め
る
と
、

　
飛
島
圏
本
宮
天
皇
す
な
わ
ち
平
明
天
皇
の
九

年
十
二
月
壬
午
は
、
十
四
日
で
、
グ
レ
ゴ
リ
ー

暦
臼
で
は
六
三
八
年
一
月
八
碍
と
な
る
。

　
ま
た
、
後
足
本
宮
天
皇
す
な
わ
ち
斉
明
（
傍

明
后
、
皇
極
）
天
皇
七
年
春
正
月
庚
戌
は
、
嗣

目
し
く
十
閃
【
日
と
な
り
、
　
薇
回
暦
六
山
ハ
一
年
二
月
二

一
〔
口
に
あ
た
”
‘
9
。

　
締
明
天
皇
九
年
の
行
幸
啓
の
際
に
、
夜
間
に

出
帆
し
た
か
、
い
な
か
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
註
の
文
脈
か
ら
、
ど
う
も
夜
間
に

鐵
令
し
た
よ
う
に
と
れ
る
Q

　
も
し
霜
の
推
想
が
ゆ
る
さ
れ
る
な
ら
ば
、
い

ず
れ
も
月
の
一
四
日
の
夜
の
出
来
拳
で
あ
る
。

月
齢
十
三
乃
至
十
四
頃
の
、
こ
の
地
方
の
汐
の

情
況
を
見
る
と
い
わ
ゆ
る
中
潮
か
ら
大
潮
に
な

る
時
期
で
、
溝
潮
は
午
前
八
時
i
九
時
、
午
後

七
時
一
八
時
頃
で
、
干
潮
は
午
前
一
一
二
時
、

午
後
一
時
前
後
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

十
四
日
夜
は
、
月
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
、
潮

が
満
ち
て
来
る
。

　
こ
の
地
方
の
日
没
は
、
一
月
八
臼
で
は
午
後

五
時
十
五
分
頃
、
二
月
二
十
一
日
で
は
午
後
五

晴
五
六
分
頃
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
日
没
後
満

潮
ま
で
二
暗
間
乃
至
三
除
間
、
月
が
南
天
に
近

づ
く
の
を
望
み
っ
つ
潮
を
待
つ
わ
け
で
、
　
「
船

乗
世
武
登
月
待
春
灘
…
半
可
応
剛
比
沼
」
と
い
う
書

虚
実
禁
、
も
な
っ
て
来
。
の
．
　
　
～



The　Historiography　of　the　American　Revolution

　　　　　by

Akira　lmazu

　　What　wer6　the　Main　cac　uses　of　the　American　Revolution　which

resulted　in　the　liberalist－rnovements　in　the　19th　century　together

with　the　French　Revolution　？　：　and　what　functional　relation　was　there
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

between　the　movenents　’for　home－rule　and　independence　of　’the　Thirteen

Colonies，　and　the　socio－political　tension　within　the　Colonies　？；　these

are　still　old　and　new　basic　probl　ems　in　the　study　of　the　Revolution．

This　is　the　reason　why　Professor　E．　S．　Morgan　of　Yale　University

says　to．day　such　as　follow加g，　while　two　generations　more　have　passed

since　the　publication　of　the　objective　writings　by　so－called　“Imperial

School　of　the　Colonial　Period”：　“We　must　not　expand　particular

insigiits　into　a　complete　explanation．　We　must　continue　to　ask，　for

we　stlll　do　not　fully　know，　what　the　Revoltttion　was”．　ln　this　paper

the　writer，　tracing　briefiy　the　process　how　the　history　of　the　Revoltt－

tion　has　been　written　from　the　very　beginning　of　the　Republic，　will

examine　chiefiy　those　two　basic’ @problems，　and　will　have　a　perspective

for　the　present　in　studying　the　Revolution．

Ming－ch’i（明器）．Ni－hsiang（泥．象）in　the　Han（漢）

　　　　　　　　　　　Dynasty　and　its　Mode　of　Life

　　　　　　　cases　ia　Ch’ang－shα（畏沙），　lthca7tg－chou（広タ1・1），

　　　　　　　　and　l〈uei－hsien（降口）

　　　　　　by

Takashi　Okazaki

　　For　these　years　archaeological　investigations　in　the　southern　Chinftc，

including　Ch’ang－sha（長沙）and　Kuang幽一chou（広州），　have　made　a

rapid　progゴess，　To　look　back　upon　burials　and　finds　of　the　ffan（漢）

era　in　Ch〆a・ng－sha（長沙），　Lai－yang『（来陽），　K磁7z8－chou（広州），αhiu－

lung（九龍），　and　Kuei－hsien（貴県），　especially　earthen　ming－ch’i（明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（306）



，ee）　which　were　ready　for　the　11fe　beyond　the　grave，　rriakes　us　aware

of　their　identification　with　many　earthen　ming．ch’i　in　the　Later－han（後

漢）dynasty　in　their　combinatlon　and　individua1　style．　Principa1　min8・一ch’i

were　ZVZt（屋），　chu－o勧α2z（加担），彦s’ang（：倉），　chiin（困），　ching（井），

and　tsao　（ki：），　which　show　to　have　created　a　new　mode　of　life　fit　for

natural　conditions　of　raln　and　moisture　in　the　southern　China　afSer

the　styie　in　the　northern．　1£　is　well－knon　in　history　that　expeditions

were　made撫efe　in　the　periods　of　iEmperor　Shih－lmang　of　ch’in（秦

始皇帝），Emperor距πof　the　Former　Han（前漢武帝），　and　Ernperor

lthiang　Wu　of　the　Later　ffa71（後漢光武帝）and　the　Chinese　people

advanced　southward．　Then　we　want　to　trace　tlie　figure　of　the　Chinese

people　who　penetrated　the　civilization　of　iron　and　agriculture　into　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
surrounding　barbariac　ns．

The　Local　Government　Othce　and　the　Fugδ（富豪）

　　　　　　　　Class　in　Early　Heian　Period（平安）

　　　　　by

Yoshimi　Toda

　The　leading　factor　of　the　potential　powers　which　converted　／aLz）anese

Codag　Syste？n（律令制）in　the　ninth　and　tenth　century　was　the　social

class　called　“Fugo一”　or　the　rich　at　that　time．　They　were　even　in　the

Rδη珈（浪人）or　the　vagabonds，　a　death－wound　for　the　Codal　System，

takiPg　an　active　part　in　Kδησ（公領）or　the　State－owned　territory　as

well　as　m．ftnors　after　the　end　of　the　ninth　century．　To　reorganize

these　rich　vagabonds　with　inhabitants，　each　Koleuga（国衙）or　local

govemment　o飾ce　established“1〈okurei　”（国例）or　the　custamary

laws　for　single　county　in　the　second　half　of　the　ninth　century，　which

were　the　fundamental　amendment　of　the　Code　on　the　status　of　the

ruled，　tax－collectlon　law，　penal　regulation，　and　so　on．　On　the　other

hand，　the　Fugi　who　accumulated　a　lot　of　rice　as　their　property　kept

land　uncler　direct　management　and　practiced　usury　through　the　invest－

ment　of　the　property，　on　the　basis　of　which　they　became　tax－paying

contractors，　where　there　was　one　of　the　origins　ofハ勿δ（名）．　Their

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　3e5　）


